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Model SR 4300 取扱説明書 
AV Surround Amplifier 




お買い上げいただき、ありがとうございます。 

ご使用の前に、この取扱説明書をよくお読みになり、正しくお使いください。 

お読みになったあとは、「保証書」とともに大切に保存してください。 

なお、お買い上げいただきました製品は、厳重な品質管理のもとに生産されおりますが、ご不審 
な箇所などがありましたら、お早めにお買い上げ店、または最寄りの日本マランツ（株)各営業所 
にお問い合わせください。 


本機のまな特長 


全目か同ーパワー•ディスクリート.パワーアンプ搭載 

• じ 5 机（実用最大化力目 Q) X 目 ch のパワーアンプを搭載。 DOLBY 
SURROUND EX や DTS-ES などの 6.1ch ソースをパワフル且つ八イ 
クオリティに再生しまず。 

最新サラウンドデコーダーをフル搭載 

• 「ドルビーデジタル EX」 、 「DTS-ES」 （ディスクリート目.1/マト 
リクス 6.1) 、目. Ich マトリクスフォーマットの 「DTS Neo: 目」、 

CS 5.1 が更にパワーアップした「サークルサラウンド山の各デコー 
ダーをフル搭載。 

サークルサラウンド n _ 

• サークルサラウンド （ W 下 CS ) は様々なソースを 6. Ich 化しまず。 全チャンネル大型スクリュー式スピーカーターミナル採用 

CS エンコードされたソフトはちちろん、ステレオの ch ) ソースや 
モノラル （1 ch ) ソースさえ目. Ich 化できまず。テレビやビデオなど 
をお楽しみいただく際に効果を発揮しまず。 

従来機能も内容を強化 

• ドルビープ□□ジック n のパラメーターコント□-ルを装備。 ミュー 
ジックモードで、ディメンジョン、センターウイズスのコント□-ル 
とパノラマの ON / OFF 切替えが可能になり、リスニングルームの環 
境や再生ソフトじ合わせた微調整ができるよう(こなりました。 

また CS 山ま、 MUS に/ CINEMA (こ化え、 MONO モードを新たに装 
倩。モノラル音源からの 6.1ch 化も可能な上、 CSn の新機能である 
TruBass や SRS Dialog も搭載した強力な 6 . Ich マトリクスサラウン 
ドデコーダーを装備しました。 

スーパーオーディオ （ SACD/DVD-AUDIO) 対応 

• 後面[こ 6 . Ich のダイレクト外部入力端子を装備し、 SACD マルチチャ 
ンネルプレーヤーや DVD オーディオプレーヤーのアナ□グマルチ 
チャンネル化力端子(こ対応できまず。また、パワーアンプは、ワイド 
レンジ/高音質設計で各種ソースに余裕を持って対応しまず。 


HT-EQ (ホームシアタ ー• イコライザー）搭載 

• 映画館ではセンタースピーカーがスクリーンの後ろにあるため、映画 
ソフトはスクリーンでの減衰を見込んで高域を強調して録音されてい 
まず。本機では、映画館とホームシアターとの差異を補正ずる HT - 
EQ (ホームシアター■イコライザー）を搭載し、製作者の意國通り 
の映画再生をご家庭でお楽しみいただけます。 

豊富なデジタル入出力端子を装備 

• デジタル入力端す同軸2系統/光2系統、デジタル化力端す同軸1系 
統/光1系統を装備し、 DVD プレーヤーから CD レコーダー、 MD デ、ソ 
キなどのデジクル録音磯器まで幅広く対応しまず。 




安全上のごを意 


ご使用の前に、この r 取扱説明書」をよくお読みになり、正しくお使いくださし、。お読みになったあとは、い 
つでも見られる場所に保証書と共に化ずイ呆管してくださし、。 


、_；絵表示について （ ） 

この「を全上のご注意」は、製品をを全に正しくお使いいただき、あなたや他の人々への危害や,財産への損害 
を未然に防止するため、いろいろな絵表示をしています。内容をよく理解してから本文をお読みくださし、。 


A 巧たとと この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人が死 t または重傷を負う可能性がお 
g U 走;される内容を示しています。 


この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人が傷害を負う可能性が想をされる内容 
胃、および物的損害のみの発生が想をされる内容を示しています。 


€ 


( S ) 記号は禁止の行為であることを告げるものです。 

図の中や近傍に具体的な禁止内容（左図の場合は分解禁止）が巧かれています。 


参記号は行為を強制したり指示する内容を告げるものです。 

図の中に具体的な指示内容（左図の場合は電源プラグをコンセントから抜け）が巧かれ 
ています。 


A 么記号は注意を促す内容があることを告げるものです。 

図の中に具体的な注意内容（左図の場合は指をはさまれないように注意）が巧かれてい 
ます。 








A m 万一、煙が化ている、変なにおいや音がするなどの異常状態のまま使用すると > 义《 ' 感電の原因となります。ず 
ぐに機器本体の電源スイ、ソチを切りぶ、ず電源プラグをコンセントからおいてください。煙が化なくなるのを磕認 
- して販売店に修理をご依頼< ださい。 


• 万一内部に水などが入った場合は、まず機器本体の電源スイ、ソチを切り>電源プラグをコンセントからおいて販 
売風こご連胀ださい。そのまま使用すると义炎' 感電の原因となります。 

• 万一機器の内部に異物が人った場合は > まず機器本体の電源スイッチを切り、電源プラグをコンセントから抜い 
て販売店にご連絡< ださしんそのまま使用すると火が' 感電の原因となります。 


A ^ 電源コードが傷んだ6(な線の露化断線など)販売店に交換をご巧精くたさしんそのまま使用すると义災' 感電 
_ の原因とな••ぶす。 


(§)• 

水場での使用禁止 


風呂場では使苗しないてください。火災' 感電の原因となります。 


0 

接赃禁止 


• 乾電池は、充電しないてください。電池の巧裂、巧もれじよ J 、 火炎、けがの原因となります。 


• 雷が鳴り出し たら、 電源プラグには触れないてください。感電の原因となります。 


• 表示された電源電圧(交流100ボルト) iU かの電圧で使届しないてくた‘さい。火災' 感電の原因となりまず。 


0 


• この機器を使用できるのは日本国内のみでず。船舶などの直流の C ) 電源には接続しないてくた‘さい。火災の 
原因となリます。 

• この機器に水が人ったり、めらぎぶいようこごを意ください。火炎' 感電の原因とが•ぶす。雨天，降雪中、海岸、水 
辺での使届は特にごを意< ださい。 


♦万-、この機器を菊^たり,キャビネットを破損した場合は,機器本体の電源スイ、ソチを切り、電源プラグを □> セ 
ントからおいて販売店にご連絡ブこ’さしんそのまま使巧すると火災' 感電の原因となります。 


0 


• この機器の通風ミしをふさがないてください。通風ををふさく''と内部に熱かこか《の原因となります。この機 
器には,内部の温度上昇を防ぐため,ケースの上部や低部などに届風みがあけてがぶす。次のおなないちは 
しないでく:ださい。 

この機器をあお向けや横倒し > 逆さまにする。この機器を押し人れ,専用のラックとが卜の本箱など風届しの悪い 
狭い所に押し込む。テーブルク□スをかけたり，じゅうたん、布団の上において使用する。 


A m この機器を設置する場合は,垂か 62. ScmtJ 上の闇隔をおいてください。また,放熱をよ< するた创こ,他の機器 
との聞はかし離して置いてください。ラックなどに人れると封ホ、機器の天面か52.5 cmiU 上、背面か52.5 cmiU 
- 上のずきまをあけて < ださし、内部に熱がこが义《の原因となります。 


0 参電源コードの上に重しホのをのせたり、〕ードが本機の下謝こながぶいよづこしてください。コードに傷がついて、 
义《'感電の原因となります。コードの上を敷物などで覆ミ:とじよ J 、 それに気付かず運い物をのせてしまミ: 
とがぁリまず。 




A 

警告 

V J 

% この機器の适風孔、ディスク挿入□などか6内部に金属類や燃えやすしホのなどを差し込んだり、落し込んだ 
んない てください。 义《 ' 感電の原因となります。特にお子様のし巧ご家庭ではごを意くたさい。 

) • この機器の上に花びん、植木鉢、コップ、化粧品、薬品や水などの入った容器やをな金属物を置かないでく 

V ださい。こぼれたり、中に入った場合火《'感電の原因となります。 

^0 4 • この機器の裏ぶた、キャビネット、カバーは絶対かさないてくたさい。内部には電圧の高い部分があり、感電の 

y jty 原因となります。内部の点お'整備'修理は販売店にご依頼ください。 

々阻禁止 ♦ この機器を改造しないてくたさい。义炎'感電の原因となります。 

\ • 電源コードを傷つけたり、化工したり、お理に曲ずたり、ねじったり、引っ張ったり、化熱したんないでくたさい。 

V コードが玻損して、义《'感電の原因となります。 


r ^ 

A 

ま意 

V ) 

• 調理台や力日湿器のそばなどミ由煙や湯気が当たるよブぶ場所に置かないで<ださい。火災' 感電の原因となるこ 
とがあ LJ ます。 

• ぐらついた台の上や傾いた所など不安をな場所に置かないて<ださい。をちたり、倒れたししてけがの原因とな 
ることが妨ます。 

1 X J • 電源コードを熱器具におづけないてください。コードの被ふくが溶けて、火炎'感電の原因となるながあ巧す。 

• 窓を閉めきった自動車の中や直射日光が当たる場所など異常に温度が島为:る場所に放置しないでください。 
キャビネットや部品に悪い影響をちえ、火災の原因となることがあります。 

• 湿気やほこりの多い場所に置かないで< ださい。义災' 感電の原因となることがあります。 

• オーディオ機器を接続する場合は、を々の機器の取あ説明書をよく読み、電源を切り、説明に従って接続して< 
A たさい。また、接続は指定のコードを使用して<たさい。指を U かのコードを使用したり、〕ードを延長したりする 

/ f \ と発熱しやけどの原因となることがあります。 

参ディスクの再生する前には、音量(ボリューム)を最ルじしてください。突然大きな音がでて聴力障害などの原因 
となることがあります。また、またはテレビ等の音声を本機のスピーカーを使ってお楽しみなる前にも、音量(ホ‘ 
リューム)を最 aI リこしてください。 

• 電池をリモコン内に挿入する場合、極性表示プラス@とマイナス台の向き(こを意し、表示届 y こ入れて<ださい。 
^ ! \ 圍達えると電地の玻裂、あもれによ U 、 义炎、けがや周囲を汚損する原因となることがあります。 

• 指を t (外の電池は使用しないでブこさしんまた、巧しい電池と古い電池を混ぜて使用しないで<ださい。電池の 
/ J \ 破裂、あもれじよ J 、 义《'けがや周囲をミち損する原因となることがあります。 

• 旅行などで長期聞、この機器をご使用にならないと苗ま安をのためかず電源プラグをコンセントか6抜いて<だ 

巧言さぃ。 

• お手入れの際は安全のため電源プラグをコンセントから抜いて行ってください。 

• 已年に一を<6いは機器内部の掃除を販売店などにご相 IK たさい。機器の内部にほこりがたまったまま、長い閨 
掃除をしないと义炎や刷章の原因となることがあります。樹こ、湿気の多<なる梅雨期の前に巧う h 、 よ城果的 
です。なお、掃除費用じついてはお売店などにご相 IK ださい。 

• 濡れた手で電源プラグを抜き差ししないで<だちい。感電の原因となることがあります。 


Hi 






A 

ま意 


電源プラグをあなき(ま、電源〕ードを引っ張がぶいてください。コードが傷つき、火災' 感電の原因となることがあ 
ります。おずプラグを持って抜いてくたさい。 


0 参電池は、金属性のボールペン,ネックレス、ヘアーピンなどと一緒に携帯,保管しないで< ださしん電池のプラス 
©端子とマイナス台端子の聞がシヨーん、電池の巧裂、巧もれによ从义が、けがの原因となることがありまず。 


0 参電池は、力日熱したり、分解したり、火や水の中に入れないてくたさい。電池の破裂、液が I によ U 、 义災、けがの原 
因となることがありまず。 


〇 参長期闇使用しないとき(ん電池をリモコンから取り化しておいてください。電池か6巧がもれて义巧、けが,周囲 
をミち損する原因となることがあ巧ず。もしミ夜が t わた場合は,電池室についた巧をおなき取ってからおしい電 
池をしホてください。また、万一、もれたあが身体につしザこと苗ホ、水でお洗い流してください。 


• 移動させる場合は、電源スイッチを切り、をず電源プラグをコンセントか6抜き、機器闇の接続コードなどか部の 
接続〕-ドを夕んてから斤ってください。コ-ドが傷つき、火炎' 感電の願となることが妨ます。 


<\ 、 ♦ 長時闇音が歪んだ状態で使わないてください。スピーカーが発熱し、火災の原因となることがあ惦す。 


ドルビーラボラトリーズか6の実施権に基づき製造されてい 
ます。 

Dolby 、 ドルビー、 ProLogic 及びダ:7ル D 記号は、ドルビー 
ラボラ トリーズの商標でず。 


nni DOLBY I 

DIGITAL* EX 


SRS と （♦) 記号は米国と選択された諸外国における SRS 
Labs , Inc . の商標でず 。 SRS CS - II 技術は 、 SRS Labs , Inc . 
からのライセンスにより製品化されています。 

CS][ 

bySRSW 


DTS および DTS Digital Surround は 、 Digital Theater 
System , Inc . の登録商標です。 


DIGITAL B X T ^ D E D _ 
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付属品の確認 


下記の付属品が揃っていることを確認してください。 

もし、不足している物がありましたら、お買い上げになった販売店、または弊社営業所にお問い 
合わせください。 


リモコン （ RC 4300 SR ) 1個 



保話書1部（外箱に貼り付け) 
愛用者力ード1枚 
取扱説明書(本書）1冊 


単4お乾電池2本 



AM ループアンテナ 1個 
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基本操作 . 

人カファンクションの達択 
サラウンドモードの違択… 

音量を調整する . 

トーンつント□ール . 

5ュート機能 . 

スリープタイマーを使う… 
ナイト （ NIGHT ) モード . 


各機器との接続 

スピーカーの图置および接続 

スピーカーの接続 . 

音声機器との接続 . 

巧像機器との接続 . 

発展させた接続 . 

リモートコント□-ル接続… 
アンテナの接続 . 


セットアッフ . 13 

セットアップメニューシステム . 13 

セットアップメニューの希望ずるメニュー項目に入る.. . T 4 
1 .INPUT SETUP (入力の設を) . 14 
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3. PREFERENCE . 18 

4. PLIKPRO LOG に II :プ □□ ジ、ソク II ) . 18 

5. CSIKCIRCLE SURROUNDII ；サークルサラウンド11) T 9 

6 6.1 CH INPUT (6.1 チヤンネル入力）レベル . 19 

7 SURROUND (サラウン K ). 20 


各部の名称と動作 . 1 

前® . 1 

表示部 . 2 

麵 . 3 

リモコンの各部名称と操作.…4 

齡描 . 4 

リモコンの動作範囲 . 5 

リモコンへの電池の装着 . 5 

付属リモコンを巧って SR 4300を操作ずる . 6 


サラウンドモードについて ……23 


サラウンドモード/入力信号対応表 . 25 

その他の機能 . 26 

ァッテネート機能 . 26 

へ、ソドホンで聞く . 26 

表示部の輝度を変える . 26 

人カモード切替 . 26 

アナ□グ信号で録音する . 26 

HT-EQ モード . 27 

6.1 CH INPUT (6.1 チヤンネル入力） . 27 


チ ュー ナーの 

基本操作について . 28 

FM / AM 放送を聞く . 28 

放送局の自動選局 . 28 

放を局の手動違局 . 28 

受信モードの切りあえ . 29 

放送局の自動登録（オートプリセット） . 29 

放を局の手動登録(マニュアルプリセット） . 29 

登録した放を局を呼び化す . 30 

登録した放を局の登録番号を変える . 30 

登録した放送局じを前をつける . 30 

登録した放を局を消す . 31 

リモコンを使っての 
マランツ製機器の操作 . 32 

故障かな？と思ったときは.…33 

異常動作のときは . 34 

メモリバックアップについて . 34 

初期状態に戻すには（リセット） . 34 

ステレオ音のエチケット ...... 34 

保証 • アフターサービス 
につし、て . 34 

仕様 . 35 

外観寸法図 . 35 
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各部の名称とはたらき 


前面 



① POWER (パワ ー） /STANDBY (スタンパ 
イ）スイッチ、 STANDBY (スタンバイ）イン 
シケーター 

このスイッチを押ずと，本機の電源が入ります。もう一を押すと> 電源 
スクンバイ状態じなり， STANDBY インジケークーが点なします。また 
電源スタンバイ状態で入力還択ボタンを押して电電源が入ります。 


② SURROUND (サラウンド）モード選択ツマミ 

サラウンドモードの切替えに使いまず。 


③ CLEAR (クリア）ボタン 

「AM/FM 放を局の自動登録」や r 登録した放を局の呼び化し」を途中で 
やめるとき，「登録した放さ局」を';肖ずときじこのボタンを押します。 


④ MEMORY (メモリー）ボタン 

「AM/FM 放を局の登録番号」サ r 放送局のを前」を人力ずる時じこのボ 
タンを押します。 


⑥ TUNING/PRESET (チューニング/プリ 
セット）▲/▼ボタン 

AM または FM のか送局を還局する際，周液数や放さ局の登録番号を変 
まずるときにこれ6のボクンを押しまず。 


⑥ F / P (周波数/プリセツト）ボタン 

AM または FM の放送局を還局ずる際，「周波数による選択」または「登録 
番号による還お」のいずれかじ切り替えるときにこのボタンを押しま 
す。 


⑦ MODE (モード）ボタン 

FM を聴いている時に受信モードを 「AUTO STEREO けートステレオ） 
モード」または 「MONO (モノラル）モード」のいずれかに切り替えるとき 
にこのボタンを押します。 


⑥リモートコントロール受光部 

リモコンからを信されるコント□ール信号を受光しまず。 


⑨ VOLUME (音量調整)ツマミ 

全体の音量調整に使いまず。ちじ回ずと音量が大きくなり，左に回ず 
と音量がルさくなります。 


⑩入力選択ボタン 

入カソースを還おする時に使います。 

ビデオ巧 (TV, DVD, VCR1, DSS/VCR2) の人カ ソース を還んでか 
ら' 才ーディオ巧に D, TAPE. CDR/MD, TUNER) の入カ ソース を 
遲ぶと，ビデオ系の映像とオーディオ巧の音声を同時にお楽しみいた 
だけまず。 


⑩ 6.1CH-IN ボタン 

6.1CH 入力を還おする時にボタンを押しまず。もう一巧押すと，切り 
替える前に還択していた入カソースに戻りまず。 


⑩ PHONES (へッ ドホン)端子 

へ、ソドホン用の接続端子でず。この端子じへ、ソドホンを接続すると> 
スピーカーか6の音声は自動的に無音になりまず。 

ごま意 

•へッドホンをご使用の場合、サラウンドモードは自動的 
に STEREO (ステレオ）に切り替わります。へッドホンを 
PHONES 端子から外手と、へッドホンを接続する前に設 
をしていたサラウンドモードに戻ります。 


(0) A/D (アナログ/デジタル)ボタン 

音声入力信号の「アナ□グ人力」または r デジタル入力」の切替えに使い 
まず。 

ごま意 

• このボタンはシステムセツトアツプでアナログ入力に設 
をされている入カソースには働きません。 









( Q ) HT - EQ (ホームシアターイコライザー）ボタン 

HT-EQ (ホームシアターイコライザー)機能を使うとき(ここのボタンを 
押します。この機能はサラウンドモードが AUTO、DOLBY、DTS また 
は STEREO のとき[こ使用できまず。 


® S - D 旧 ECT (ソースダイレクト）ボタン 

このボクンを押すと、トーンコント□ール◎路などをバイパスずる 
r ソースダイレクト」モードになります。 

ご注意 

• ソースダイレクトモードにすると、サラウンドモードは 
自動的に AUTO に切り替わります。 

• ソースダイレクトモードを解除するには、本体またはリ 
モコンを使って他のサラウンドモードを選びます。 

• ソースダイレクトモードにすると、各スピーカーのサイ 
ズは自動的にな下のように固定されます。 

• F 民 ONT ( フロント） =LA 民 GE 、 CENTER ( センター） 
= LARGE 、 SU 民民 OUND ( サラウンド） =LA 民 GE 、 
SUBWOOFER ( サブウーファー ） =ON 


® DIMMER (デイマー） ボタン 

このボタンを一度押すと表示部が睛<なります。もう一度押ずと DISP 
インジケーターが点灯し、表示部が消财しまず。さら(こわう一度巧ず 
と、表示部が通常の明るさに戻りまず。 


( 0 ) MUTE (ミュート）ボタン 

このボタンを押すとスピーカー やへ、ソ ドホンから化力される音を一時 
的に消します。もう一度押ずと元の音量に戻りまず。 


(5) 6.1 CH - IN (6.1 チヤンネル入力）表巧 

6.1CH-IN(6.1 チヤンネル入力）が入カソースとして選ばれているとき 
に点财します。 


(6) AUTO . SURR (オートサラウンド)表示 

AUTO SURROUND (オートサラウンド)モードが使用されているとき 
に点财します。 


(7) D 旧 ECT (ソースダイレクト）表示 

ソースダイレクトモードのときに点なします。 


(8) EQ ( HT-EQ : ホームシアターイコライザー)表示 

HT-EQ (ホームシアターイコライザー)機能が動作しているときに点灯 
しまず。 


(9) SLEEP (スリープタイマー）表示 

スリープタイマー機能を使用しているときじ点灯します。 


(10) DIGITAL (デジタル)入力表示 

デジタル入カソースが還ばれているときに点のします。 


(11) ANALOG (アナログ)入力表示 

アナ □ グ入カソースが選ばれているときに点のします。 


表示部 


(12) デジタル信号フォーマット表示部 

デジタル人力を還巧しているときじ、入力されている信号のフォー 
マツトを点巧表示します。 
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(1) TEST (テストトーン）表示 

スピーカーレベルの設をにおいて、テスト I 'ーンが出力されるときじ 
点滅しまず。 


(2) D に P (ディスプレイオフ）表示 

表示部が消财(ディスプレイオフ）の状態のときに点灯します。 


(13) エンコードチャンネル表示 

デジタル入力信号に記録(エンコード）されているチヤンネルを表示し 
まず。選ばれているデジタル入力信号が Dolby Digital 5.1ch や DTS 
5.1ch の場合，し C, R> S し SR, LFE が点なしまず。デジタル人 
力信号が PCM 2ch の場合， L と R が点なします。 SURROUND EX のフ 
ラグを持つ0〇わ乂0邮315.1ホ信号や0巧-巳3信号の場合は'し（：、 
R. SL, S, SR、LFE が点灯しまず。 


(14) ATT (アツテネーシヨン）表示 

アツテネーシヨン機能が働いているときじ点のします。 


(15) NIGHT (ナイト）モード表示 

N に HT (ナイト）モードのときじ点灯します。 N に HT (ナイト）モードは 
ル音量時にデジタル音源のダイナミックレンジを押さえます。 


(3) チユーナーの表不部 

AUTO けー ト）： チユーナーが Auto けート）モードで使用されている 
ときに点なしまず。 

ST(Stereo : ステレオ）： FM の放さ局をステレオ受信しているときに 
点のしまず。 

TUNED (チューンド）： 放さ局を充分な信号強ちで受信したときに点の 
しまず。 


(16) メイン情報表示部 

現在の状況、サラウンドモード、チューナー、音量またはその他の操 
作状況のメッセージを表示します。 


(4) 入カソース表示 

現在の入カソースを表示しまず。 
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のアンテナ端子 

FM アンテナ端子 

付属の FM アンテナもしくは屋外アンテナを接続しまず。 

AM アンテナ端す 

が属の AM ループアンテナもしくは屋外アンテナを接続します。 


回音声入出力端子 

AV 機器のアナ□グ音声信号入力/化力端子と接続しまず。本磯は、 
7系統の音声入力と4系統の音声化力を装備しています。 


回スヒーカー出力抽子 

各チヤンネル（フ□ントしフ□ント R、 サラウンド L、 サラウンド R、 
センター、サラウンドパック）のスピーカーじ接続します。 


画リモートコントロール入出力端子 

化のマランツ AV 製品と細み合わせてシステムコント□ールずる場含 
じ、組み含わせる製品のリモートコント□ール入化力端子と接続しま 
ず。 


団ビデオ入出力端子 

映像機器のビデオ(映像)入力/化力端子と接統しまず。本磯は、4系 
統の映像入力と2系統の映像化力を装備しています。 


团 S ビデオ入出力端子 

映像機器の S ビデオ信号入出力端子と接続しまず。本機は、2系統の映 
像人力と1系統の映像化力を装備しています。 


回デジタル音声入力/出力端子 

デジクル音声入力端子 

DVD プレー中一や CD プレーヤーなどのデジタル AV 機器のデジタル音 
声化力端すじ接続します。本構は、光2系統と同軸2系統のデジタル音 
声人力端すを装備しています。 

デジクル音声化力端子 

MD デッキや CD レコーダーなどのデジタル録音機器のデジクル音声出 
力端すじ接続しまず。本機は、光1系統と同軸1系統のデジタル音声化 
力端子を装備していまず。 


回 モニター 用ビデオ（映像）出力端子 

テレビやプ□ジェクターのビデオ入力端子や S ビデオ入力端子にあ続し 
まず。本機は.ビデオ出力端子と S ビデオ出力端子をを1巧統装備し 
ていまず。 


因サブウーファー用音声出力端子 

パッシブサブウーファー用に使用ずるパワーアンプや> アクティブサ 
プウーファーの音声入力端子に接続します。 


回プリアンプ音声出力端子(し R、S し SR、 
SB、C) 

音声をチヤンネルのプリアンプ出力端子でず。外部パワーアンプを追 
力□ずる場合に使用します。 


因 6.1 チャンネル音声入力端子 

SACD マルチチヤンネルプレーヤーや DVD 才ーディオプレーヤーのマ 
ルチチャンネル音声化力端すじ接続します。 


回電源コード 

家庭用 AC 10 0V 巧 0/60HZ) の〕ンセントじ電源プラグを挿し込みま 
ず。 


万一の事故防止のため、本製品を電源コンセントの近くに置 
き、すぐに電源コンセントからプラグをはけるようにしてく 
ださい。 


回 AC アウトレット 

本磯の AC アウトレ、ソトか6他の AV 機器に電源を供給できまず。本機は， 
SWITCHED と UNSWITCHED の AC アウトレリトを装備しています。 

SWITCHED (スイッチド） 

本機の電源 ON/ スタンバイじ連動し.電源供給を ON/OFF します。 
消費電力が最大100 W までの機器をお統できまず。 

UNSWITCHED (アンスイッチド） 

本機の電源 ON/ スタンバイじ関係な<,電源巧給をします。消費 
電力が最大100 W までの機器をあ続できます。 
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リモコンの各部名称と操作 


操作方法 

付属リモコン RC 4300 SR は.本機 W 外のマランツ AV 機器も操作でき 
るシステムリモコンでず。 

POWER ボタン、数字ボタン，コント□ールボタン (PLAY ボタンなど) 
は異なる人カソースの機器に渡って共通に使用できます。 

付属リモコンの人力切リ替えボタンを押ずと.還択した入カソースの 
機器の操作が付属リモコンでできまず。 


の TREBLE (トレブル)ボタン 

フ□ントチャンネル(し R) 音声の高音域を調整するときに使用します。 


回 BASS (バス）▲/▼ボタン 

フ□ントチャンネル(し R) 音声の化音域を調整するときに使用します。 


固 F . D 旧 ECT (フレクエンシーダイレクト）ボタン 

FM または AM のか送局をその周液数で直接選局ずるときに，このボタ 
ンを巧しまず。 



のリモートコントロール送信部 

ホ外線コント□ール信号を発射します。操作ずる機器の受光部に向け 
てボタンを押して<ださい。 


回 MEMO (メモリー）ボタン 

SR 4300のチューナーじ 「AM/FM 放さ局の登録番号」や「放さ局のを 
前」を入力する時にこのボタンを押します。 


团 POWER (パワ ー） ボタン 

AMP (アンプ)ボタンを押した後，このスイッチを押すと， SR 4300の 
電源が人ります。もう一を巧すと> SR 4300は電源スタンバイ状態に 
なり， STANDBY インジケーターが点なしまず。 


团 SETUP (セットアップ)/ T . TONE(Test 
Tone :テストトーン）ボタン 

「テストトーン」機能は，をスピーカー間の出カレベル(音量）を調整す 
るときじ使用しまず。 

SPEAKER LEVELU ピーカーレベル）セットアップメニユーを呼び化 
すには， AMP (アンプ)ボタンを押してか6,このボタンを押しまず。 
もう一度このボタンを押すと，ピンクノイブの発生を停止します。 


面 S-DIRECT (Source Direct :ソースダイレ 
クト）ボタン 

このボタンを巧すと> I'ーンコント□ール回路などをパイパスする 
r ソースダイレクト」モードじなります。 


回 MUTE (ミュート）ボタン 

このボタンを押すと，…時的に音声を消しまず。ちクーを押すと，元 
の音量に戻りまず。 


画 N に HT (ナイト）ボタン 

このボタンを巧すと，再生音のダイナミックレンジを押さえ，全体の 
音量を上げずにルさな音声を闇きやす<できまず。夜間に巧画ソフト 
などをお楽しみいただ<際に便利な機能でず。 

この機能は.ドルビーデジタルの対応ソフトで効果を発揮しまず。 


回映像機器系入力切り替え/ファンクション 
ボタン 

映像機器ソースの選択ボタンでず。ボタンを一を押ずと，リモコンの 
ファンクション（リモコンで操作できる巧像機器)が切り替わり、2秒 JU 
巧じもう一を同じボタンを押すと SR 4300の入力が切り替わります。 


回音声機器系入力切り替え/ファンクション 
ボタン 

音声機器ソースの還おボタンでず。ボタンを一を押すと，リモコンの 
ファンクション（リモコンで操作できる巧像機器)が切り替わり，2秒 JU 
巧にもう一を同じボタンを巧すと SR 4300の入力が切り替わります。 


回 AMP (アンプ)ボタン 

SR 4300のサラウンドモードを遅択する前に，このボタンを押しまず。 


回 CLEAR (クリア）ボタン 

「AM/FM 放さ局の自動登録」や r 登録した放さ局の呼び化し」を途中で 
やめるとき，「登録した巧を局」をミ肖すときにこのボタンを押します。 


画 SLEEP (スリープタイマー ） ボタン 

このボタンは r スリープタイマー」の設定に使用しまず。本体のボタン 
と同じ方まで操作しまず。 
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画数字/サラウンドモードボタン 

数字ボタン （1-9) 

これ6のボタンは，登録した放を局の呼び化しや、 CD の巧番（トラ、ソ 
クナンバー）の選択に使用しまず。 

これ6のボタンの機能は> 還択しているファンクション（リモコンで操 
作できる巧像機器）によってままりまず。 

サラウンドモードボタン ( AMP モード選択時） 

これらのボタンはサラウンドモードの選択に使用します。 

ごま意 

• M-CH ST ボタンを押すと、 6-stereo (6 チヤンネル-ステレ 
才）モードになります。 


回 0/ A (アナログ) / D (デジタル)ボタン 

数字ボタン (0) 

このボタンは「0」を人力するときに使用します。 

A (アナログ ) /D (デジタル)ボタン ( AMP モード選択時） 

リモコンが AMP (アンプ）モードのとき，このポタンをアナ□グ入力と 
デジタル入力の切替えに使用しまず。 


画 MENU (メニュ ー） ボタン、 MENUOFF (メ 
ニューオフ）ボタン 
MENU (メニュ ー) ボタン 

このボタンはメニュー機能に入るときに使用しまず。 

MENU OFF (メニューオフ）ボタン 

このボタンはメニュー機能から通南の表示に戻るときに使用しまず。 


回力ーソルボタン（▲、▼、◄、►、 0 K ) 

これ6のボタンはセットアップメニュー機能を操作するときに使用し 
ます。 

◄:カーソルを左に移動しまず 
►:カーソルをちに移動しまず 
▲:カーソルを上に移動します 
▼:カーソルを下に移動しまず 

OK: セットアップメニューじ入る、または設ををおをする 


リモコンの動作範囲 

本機 SR 4300と付属リモコン RC 4300 SR じよる操作可能範囲は下図の 
ように約 5 m (目0° 内です。 

リモコンの操作は SR 4300のリモートコント□-ル受光部に向けて 
巧ってください。また、リモコンと SR 4300の間に障害物がある場 
合、正常な動作ができない場合がありまず。 



リモコンへの電池の装着 

付属リモコンをご使用[こなる前に、単のお乾電池2本をリモコンじ装 
着してください。 

付属の乾電池はリモコンの動作確認用でず。 

7-リモコン裏面の電池フタのつまみを矢印の方向に押し、上 
に引き攝げる 



國 VOLUME (音量調整)▲/▼ボタン 

これ6のボタンは、全体の音量調整に使いまず。 


國コントロールボタン 

これ6のボタンは DVD プレーヤーや CD プレーヤー、カセットデッキな 
どのマランツ AV 製品を操作ずるときじ使用します。これらのボクンの 
機能は、選択したファンクションボタン(こよって深まります。 


國 ATT (Attenuate :アツテネート）ボタン 

入力信号が大きく、音声が歪むときに、このボタンを押します。 
"ATT" が表示され、アツテネート機能が動作し、入カレベルが減少し 
まず。 

アツテネート機能はレックアウト出力信号に対しては無効です。 


2. 新しい単四お乾電池2本を、極性表示(十：プラスと一： 
マイナス）に注意し、表示通りに正しく装着ずる 



3. 電池ふたを元の位圏こセットし、矢印の方向へ押して閉める 
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付属リモコンを使って SR 4300 を操作する 


付属リモコン RC 4300 SR を使用して SR 4300を操作ずるには，入力切 
り替え/ファンクションボタンで AMP (アンプ）または TUNER (チユー 
ナー） を還びます。 

AMP (アンプ）モードと TUNER 任ード）の詳細じついては W 下を参照 
して < ださい。 

AMPL アンフ]モード 



POWER 

SR 4300の電源 ON/OFF 

SLEEP キ 

スリープタイマー機能を設定 

TREBLE ▲▼キ 

高音域の調整 

BASS 

低音域の調整 

数字 1-8 

サラウンドモードの選択 

数字 9 

6.1CH IN の選択 

数字0 

アナ□グ入力とデジタル入力の切替え 

MENU 

セットアップメニューへ入る 

MENU OFF 

セットアップメニューか6化る 

SETUP/T.TONE 

スピーカーレベルの設定用にテスト1-ーンモード 
[こ入る 

カーソル 

セットアップメニューにおいて設をのためのカー 
ソル移動 

OK 

セットアップメニューに入る 


セットアップメニューの設をおを 

S-DIRECT 

ソースダイレクトモードの選択 

MUTE* 

一時的に音量を減か 

NIGHT* 

ナイトモードを ON/OFF 

VOL 

全体の音量の調整 

入力選択 

再生ソース機器の選択 

ATT* 

入カレベルの減少 


印の付いたボタンは，本機の入力切替がどの巧態で电有効でず。 


MEMO 

放送局の番号登録 

CLEAR 

入力の消去 

数字 0-9 

数字の入力 

F.DIRECT 

放送局の周液数を直接選択 

CHANNEL/SKIP 

登録した放送局の選択 

TUNE/SEARCH 

放送局を合わせる 

MODE 

オートステレオモードまたはモノラルモードの選択 

P.SCAN 

登録した放送局の自動選択 

TUNER 

FM/AM バンド切替え 
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各機器との接続 


スピーカーの 配置および接続 


スピーカー の配置 

本職における理想的なサラウンド再生スピーカーシステムはフ□ン 
卜 L/R、 セン女一、サラウンド L/R、 サラウンドバック、サブウー 
ファーの合計7 チヤ ンネルでず。 

しかし、サラウンド再生(こ最低限必要なスピカーシステムはフ□ント 
L/R、 サラウンド L/R でず。 

本磯では使用するスピーカーの数や位置、また低音域の化力特性じあ 
わせて設ををおこないまず。 

(1 己ぺージ SPEAKER SETUP (スピーカーの設を)の項参照） 


配置のポイント 

スピーカーの配置は、実際、部屋の大きさなどによって違いまずが、こ 
こでは各スピーカーの基本的配置例と配置のポイントを説明します。 



フロント L/R スピーカー 

リスニングポジションから見て L と R のスピーカーが45度〜60度 
の角度を持つようじ設置することを推奨しまず。 

七ン タースピーカー 

フ□ント L/R スピーカーと前面を揃えるか、またはわずかじ後ちにず 
らして設置します。 

サラウンド L/R スピーカー 

座席の真横から手前(こ設置しまず。座席位置よりも後方には置きませ 
ん。 

サラウンドバックス ピーカー 

座席の後ろ[こ設置しまず。 

サブウーファー 

低音の効果を最大限(こ得るためじ利用することをお勧めしまず。サブ 
ウーファーは低音域のみを撒う為、部屋の中であればどこに配置して 
も大丈夫です。 


高さ 


フロントスピーカー（し R 、 七ンター） 

3つのフ□ントスピーカーの中-高域用 ユニッ トはできる限り同じ高 
さじ揃えまず。 

これは、センタースピーカーをテレビセットの真上、または真下に設 
置することを意巧しまず。 

このような場合、防磁型のセンタースピーカーを使う必要がありま 
ず。 



サラウンド スピーカー 

場所が許ず限り、リスナーより70センチから1メートル程上ち[こ設 
置します。こうすることで音源を位を不自然に際なたせず、より包み 
込むようなサラウンド感を実現しまず。 
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センター フロント R 


スピーカー コー ドのを 続 

1. スピーカーコードの皮膜をが] 10 mm 取り除く 

2. シヨートを防止するため裸のコード先端をきつくよじる 

3. スピーカー端すを左回しに回して、端子を緩める 

4. スピーカー端子腺じある穴にスピーカーコードの裸の部分 
を挿入する 

5. スピーカー端すをち回しに回して、端子を締める 


2 . 



0- 1 

\< ~ .1 
10 mm 






リ思 y 



フ□ント L 


ごま意 

• 本機後面に表記されているインピーダンス化様のスピー 
力一 を必ず ご使用く ださい。 

• 回路への。損害を防止するため、 

裸のス ピーカーコー ド同±を接 
細したり、本機の金属部をに接 
触させたりしないでください。 

• 感電の恐れがあるので、電源が 
ON のときはスピーカー端子に 
触れないでください。 

• 1つのスピーカー端子に複数のスピーカーコードを接続 
しないでください。本機に損害を与える恐れがありま 
す。 

.スピーカー端子への接続は極性を間違えずに行ってくだ 
さい。間違えた場合、信号の位相は反串云し、再生される 
音楽は不自をになります。 



サブウーファーの接続 

パワード(パワーアンプ巧蔵)サブウーファーとの接続は，本機のサブ 
ウーファー用音声出力端子を使用して<ださい。 

パッシブ々イプのサブウーファーをご使用の場合は，本機のサブウー 
ファー用音声化力端子とモノラルパワーアンプをあ続し，そのモノラ 
ルパワーアンプとパッシブタイプのサブウーファーを接続してくださ 
い。 

詳細な接続は、ご使用のサブウーファーの取扱説巧書をお読み<ださ 
い。 


スピーカーの接続 


サラウンド 
パ' ック 


サラウンド R 


サラウンド L 


◎ 



く ホ_。® I 


V 




◎ 





◎ 



ぅ サろだ劈- 


パ'ッシッブ 

パヮ-アンプ サブウ- ファ- 
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音声機器との接続 



TAPE 化力端子と CD - R / MD 化力端子からの音声化力信号は、現在選択 
されている音声 ソースで ず。 


• 全ての接続が完全に終わるまで、本機や他の機器の電源 
コー ドを電源 コンセン トに差し込まないでください。 

• 接続コードのプラグは確実に接続端子に挿入してくださ 
い。不完全な接続は、雑音の原因となります。 

•レフト（左）チヤンネルとライト（右）チヤンネルを正しく 
接続してください。ホい端子はライト（右）チヤンネル、 
自い端子はレフト（左)チヤンネルです。 

• 入力と出力は正しく接続してください。 

•本棒と接続するそれぞれの機器については、それぞれの 
取®説明書を参考にしてください。 

• 音声/映像接続ケーブルと電源 コー ドやスピーカー コー 
ドは束ねないでください。束ねると、結果としてハムや 
その他の雑音を発生します。 


デジタル音声機器との接続 

♦本機の後面には、同軸端す2系統と光端す2系統、計4系統のデジ 
タル入力があります。 

これらの端子を使用して、 CD プレーヤーや DVD プレーヤーなどのデ 
ジタル音声磯器か 6 PCM 信号 、 Dolby Digi ほ I や DTS のビットスト 
リーム信号を入力できまず。 

•本機の後面には、同軸端す1系統と光端す1系統、計2系統のデジタ 
ル化力がありまず。 

これらの端子は、 CD レコーダー节 MD デッキなどのデジタル録音機 
器との接続ができます。 

• DVD プレーヤーや、その化デジタル ソース 機器のデジタル音声 
フォーマットの設定を巧ってください。 

デジクル入力端す[こ接続される機器については、それぞれの機器の 
取撒説明書を参照してください。 

• D に-1および2の入力端子[こは光ケーブルをご使用 < ださい。 D に- 
3および4の入力端す(こはデジタル音声巧または映像用の 75 Q 同軸 
ケーブルをご使用ください。 

• あなたの機器[こ応じて、それぞれのデジタル入出力端す[こ対して入 
力を指定することができます。 （14 ページ参照） 


ご注意 

• 本機は Dolby Di 呂 ital 用 RF 入力端子を装備していません。 
ビデオデ イス クプレーヤー <75 Dolby Digital RF 出力を使用 
する場合は、外付けの RF デモジュレーターをご使用くだ 
台レ、。 

. デジタルおよびアナログそれぞれの音声端子は独立して 
います。デジタル端子とアナログ端子に入力された信号 
は、巧応するデジタル端子とアナログ端子にそれぞれ出 
力されます。 


9 


































































































































映像機器との接続 


BS/CS チューナー 



^^; 

本磯の後面には2つの女イプのビデオ(映像)端子がありまず。 

ビデオ端子 

ビデオ端子の映像信号は従来の同軸映像信号でず。 

S - ビデオ端子 

S - ビデオ端子用の巧像信号は、輝度信号 ( Y ) とを信号に)に分離してい 
ます。 S - ビデオ信号は高品質の色再現を可能じします。ご使用の映像 
機器が S - ビデオ化力を装備しているのであれば、 S - ビデオ化力の使巧 
をお勒めします。 

本撒の S - ビデオ人力端子とご使用の巧像機器の S - ビデオ化力端子を接 
続してください。 


ごま意 

•レフト（左）チャンネルとライト（右）チャンネルを正しく 
接続してください。击い端子はライト（右）チャンネル、 
自い端子はレフト（左)チャンネルです。 

•入力と出力は正しく接続してください。 

• ビデオおよび S - ビデオそれぞれの映像端子は独立してい 
ます。ビデオ（同軸）端チと S - ビデオ端子に入力された信 
号は、巧応するビデオ同軸）端子と S - ビデオ端子にそれ 
ぞれ出力されます。 

• DVD プレーヤーや、その他デジタルソース機器のデジタ 
ル音声フォーマットの設定を行ってください。 

デジタル入力端子に接続されるそれぞれの機器について 
は、取扱説明書も参照してください。 

• 本機は Do 化 y Digital M RF 入力端子を装備していません。 
ビデオディスクプレーヤーの Dolby Digital RF 出力を梗用 
する場合は、が■付けの RF デモジユレーターをご使用くだ 
さい。 
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発展させた接続 



マルチチヤンネルオーディオ機器との接続 


単体パワーアンプとの接続 


6.1 CH INPUT 端子は、 SACD マルチチャンネルプレーヤー、 DVD 才一 
ディ オプレーヤーまたは外付けのデコーダーのようなマルチチャンネ 
ルオーディオソース用の入力端すです0 

これらの端子を使用する場合じは、目. 1 CH INPUT に切替え、セット 
アップ^インメニューを使用して、 6.1 CH 入カレペルを設走してくだ 
さい0 


単体 パワーアンプをシステム(こ 追力日することで、更に ホーム シアター 
の蟲場感を高めることができます。 

プリアンプ音声化力端子をパワーアンプと接統し、それぞれのスピー 
カーと、それに対応ずるパワーアンプを接続してください。 


リモートコントロール接続 



他のマランツ AV 製品とリモートコント□ール端子を接続ずることによ 
り、付属のリモコンでホームシアクーシステムを集中コント□ールで 
きまず。 

リモコンから送信された赤外線の信号は、本機のリモートコント□一 
ル受光部で受光され、リモートコント□ール端子を通して他の機器に 
送6れまず。 

従って、この場合はリモコンを本機に向けて操作してください。 

また、この接続を行う場合、本機と接続ずる磯器の後面[こ装備きれて 
いるリモート コン ト□ールス イツ チは、 EXTERNAL じ設定:して下き 
し、。 


MD デッキ (REMOTE CD プレーヤー 
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アンテナの接続 


AM ループアンテナか部 AM アンテナ 



付属 AM ループアンテナの組み立て 

1 . ビニールのひわを外して、接続線を引き化す 

2 . アンテナスタンドの部分を反対に曲げる 

3 . アンテナスタンドの巧にループアンテナ部を取り付ける 

4 . 巧をした場所にアンテナを置く 



付属 FM アンテナの接続 

付属の FM アンテナは室内用です。使用中.アンテナを伸ばし，クリア 
な信号が受信できるまでいろいろなち向に動かしてください。 

音声の歪みが最ちルさな位置で、ピンなどを使用して固をして<だ 
さい。 

受信が態が不十分な場合，外部アンテナで改善できます。 


付属 AM アンテナの接続 

付属の AM ループアンテナは室内用です。音声が最ちをく聴き取れる方 
向と位置でアンテナを固をして<ださい。 

アンテナは、 SR 4300. テレビ，スピーカーコード，電源コードから 
化巧るだけ離して置いて<ださい。 

受信が態が不十分な場合，外部アンテナで巧善できます。 

1. AM アンテナ端子のレバーを押したままにする 
艺 .アンテナ端子に裸のアンテナ綜を差し込む 
3 . レバーを離す 


FM か部アンテナ接続時のごミま意 

• ネオンサインや交通量の多い道路などのノイズ源からア 
ンテナを離してください。 

• 電線の近くにアンテナを置かないでください。電線やを 
圧器から離してください。 

• 火事や感電を避けるため、大化（グランド）に接地してく 
ださい。 

AM が•部アンテナの接続 

外部アンテナを使用ずると，良巧な受信状態でお楽しみいただけまず。 

ごま意 

• 外部アンテナを使用する場合でも、 AM ループアンテナは 
外さないでください。 

• 火事や感電を避けるため、大化（グランド）に接地してく 
ださい。 
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ットアップ 


全ての機器の接続が終了した後、初期設定を巧って<ださい。 


セットアップメニューシステム 

SR 4300はリモコンの力ーソルボタンと 0 K ボタンの操作によって、 
様々な設走が巧能なセットアップメニューシステムを装備していま 
ず。 

SR 4300本体前面表示部には、セツトアップメニューシステムによる 
設定内容が表示されまず。 



CD 


TAPE 

D1 AUTO / D2 AUTO 

CD-R に D-R/MD) 

/D3AUTO / D4 AUTO 

TV 

(デジタルオートモード） 

DSS (DSS/VCR2) 

D に.1 / DIG. 2/ DIGS. / DIG4 

DVD 

(デジタル固定モード） 

VCR1 

ANALOG 




SUBW (Subwoofer) 

YES/NONE 

L&R (Front Left&Right) 

SMALL / LARGE 

CENTER 

SMALL / LARGE/ NONE 

SL&SR (Surround Left&Right) 

SMALL / LARGE/ NONE 

SURR.B (Surround Back) 

YES/NONE 



スピーカーの距離設定 


L&R (Front Left&Right) 

0.3m (1f) - --^ 9.0m (30f) 

C に enter) 

0.3m (1f) - -- - 9.0m (30f) 

SLR (Surround Left&Right) 

0.3m (1f) *-- - 9.0m (30f) 

SW(Subwoofer) 

0.3m (1f) *-- - 9.0m (30f) 

SB (Surround Back) 

0.3m (1f) *-- - 9.0m (30f) 


スピーカーの出カレベル設定 


T.MODE (テストトーンモード） 

MANU (マニュアル）/ AUTO 

し (Front Left) 

-lOdB ィ --^ +10dB 

C に enter) 

-lOdB ^-- ^ +10dB 

R (Front Right) 

-lOdB ^► +10dB 

SR (Surround Right) 

-10dB ^-- +10dB 

SB (Surround Back) 

-lOdB ^--^ +10dB 

SL (Surround Left) 

-10dB ィ --^ +10dB 

SW (Subwoofer) 

-15clB *-- - +10dB 


BASSMIX 

BOTH/MIX 

LFE 

0dB/-10clB/OFF 


PANORAMA 

OFF/ON 

DIMENSION 

0 - ---6 

C.WIDTH に enter width) 

0 ^-->1 


TRUBASS 

0 - ---6 

SRS DIALOG 

0 - ---6 


し (Front Left) 

-10dB *-- - +10dB 

C に enter) 

-10dB ^--+10dB 

R (Front Right) 

-lOdB <-- - +10服 

SR (Surround Right) 

-10dB ^--+10dB 

SB (Surround Back) 

-10dB ^--+10dB 

SL (Surround Left) 

-10dB <--^ +10dB 

SW (Subwoofer) 

-15clB *--^ +10dB 


Surround Mode 

-10dB *-- - +10dB 

C (Center) LEV 

-10dB - -- - +10dB 

SL (Surround Left) LEV 

-lOdB - --^ +10dB 

SR (Surround Right) LEV 

-10dB *-- - +10dB 

SB (Surround Back) LEV 

-lOdB ^--► +10dB 

SW (Subwoofer) LEV 

-15clB *-- - +10dB 
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セツトアップメニューの希望するメニュー項 
目に入る 



メニューか6化る 

又 

5. 


1. 本体の電源を ON にします。 

2. AMP ボタンを巧して、アンプモードに設をします。 

3. / WEA/U ボタンまたは 0 K ■ボタンを押して、セットアップメ 
ニユーに入ります。 

4. ▲または▼の力ーソルボタンを押して、メインメニユーの 
項目を選びます。 

5. OK ■ボタンまたは MENU ボタンを押して、ホ望するメ 
ニユー項目に入ります。 

全てのセツトアップを完了した後> MENU OFF ボタンを押してセット 
アップメニューか6化ます。 


1 .INPUT SETUP (入力の設定） 

本機に装備されている4系統のデジタル入力は、ホ望する入カ ソース 
じ割り当てることができまず。 

INPUT SETUP (入力の設苗には， W 下の9種類があります。 

• D 1 AUTO ~ D 4 AUTO :デジタルオートモード 

還おしている入力源か6の入力信号がデジクル信号の場合 > 本機は 
自動的にデジタル入力を選びまず。 

• D に.1〜 D に.4 :デジタル固をモード 

選択している入力源からの入力信号じ関わ6ず、本機はデジクル入 
力を選びまず。 

• ANA :アナログモード 

選がしている入力源か6の入力信号じ関わらず、本機はアナ□グ入力 
を還びまず。 



1. ▲または▼の力ーソルボタンを巧用して、セットアップメ 
インメニユーの中から「1. INPUT 」 を選びます。 

2. OK •ボタンを巧して、メニユーに入ります。 

3. ▲または▼の力ーソルボタンを巧して 、入カ ソース を選び 
ます。 

4. ◄または►の力ーソルボタンを押して、入カファンクシヨ 
ンを選びます。 

入カ ソース にがして 、 「DxAUTO (デジタルオートモー 
ド）」、 「 DIG . X (デジタル固をモード）」または 「 ANA (アナロ 
グモード）」を選びます。 

5. これらのセットアップ(設を）が完了したら、▲または▼の 
力ーソルボタンを巧して 「TO MAIN MENU 」 を選び、 OK ■ボ 
タンを巧すと、セットアップメインメニユーに戻ります。 

• < または ► の力ーソルボタンを押して 「 EXIT 」 を逞び， OK •ボ 

タンを押すと，セットアップメニューか6化まず。 


ご注意 

• DTS - LD や DTS - CD の再生中は、このセットアップを利用 
できません。アナログ入力から発生する雑音を防ぐため 
です。 

•「 DxAUTO (デジタルオートモード）」が選がされ、 DVD 、 
CD または LD が再生中に早送りされた場合、デジタル入 
力信号が途切れてアナログ入力に切り替わることがあり 
ます。このような場合、デジタル固定モードに設定して 
ください。 

• 同じデジタル义カファンクションは設定できません。こ 
のような場合、南の設定はアナログに設定されます。同 
じデジタル入力番号はデジタルオートモードとデジタル 
固定モードに設定できません。例えば、同時に D 1 AUTO 
と DIG .1 は設定で言ません。 
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2. SPEAKERSETUP (スピーカーの設定） 

SR 4300を設置した後、全ての横器を接続し、スピーカーの配置位置 
を決をし、ご使用の部屋の環境やスピーカーの配置位置に対し、聴感 
上最適なスピーカーセットアップメニューの設をを巧ってください。 
設定を巧う前に、以下の説明をよく読んでから巧ってください。 

スピーカー サイズの設定 

スピーカーのサイズをメニューを使って設をする時は、 W 下の項目を 
参照してください。 

LARGE : 充分な低音再生能力をわった全帯域対応の大型のスピーカー 
を使用ずる場合[こ選んでください。再生信号の全帯域をその 
ままスピーカーへ出力しまず。 

SMALL : お;音が化じくい ル 型の スピーカーを 使用する場合に選んでく 
ださい。再生信号の 80HZJU 下の低音域は、サブウーファー 
化力端子へ振り分けて化力されまず。 

(SUBWOOFER : NONE に設走した場合はフ□ント L / R チヤ 
ンネルへ振り分けて化力されます） 


スピーカー サイズ 



7 - ▲または▼の力ーソルボタンを使用して、セットアップメ 
インメニューの中から 「2. SPEAKER 」 を選びます。 

2. OK ■ボタンを押して、メニューに入ります。 

3 - ▲または▼の力ーソルボタンを押して、スピーカーを選び 
ます。 

4 - ◄または►の力ーソルボタンを押して、スピーカーのサ 
イズを選びます。 

5. これらのセットアップ(設を）が完了したら、▲または▼の 
力ーソルボタンを押して 「 NEXT 」 を選びます。 

6. OK ■ボタンを押すと、みの 「Speaker Distance (スピーカー 
までの距離）」のメニューに入ります。 

• ◄ または ► の力ーソルボクンを押して 「 EXIT 」 を選び、 0/ C ボ 
タンを押すと、セットアップ^ニューから化ます。 

• ◄または►のカーソルボタンを押して 、 「TO MAIN MENU (メ 
インメニューへ)」を選び、 OK ボタンを押すと、セットアップ 
メインメニューに戻ることができます。 



SPEAKER DISTANCE 

( スピーカーの 距離） 
設定へ 


SETUP MAIN MENU 

MENU へ戻る 

から出る 
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SPEAKER DISTANCE ( X ピーカーまでの距離の設定 j _ 

このセットアップ（設を）では，リスニングポジションか6をスピー 
カーの距韶を設定します。 

ここで設をした距離に従い.ちスピーカーからの音声の到達時間が同 
一になるようじディレイタイムが設定されまず。 



プ.前のメニユ ー「 SpeakerSize (スピーカーのサイズ)」セット 
アップから 「Speaker Distance (スピーカーまでの距離）」 
セットアップに入ります。 

2. ▲または▼の力ーソルボタンを押してをスピーカーを選び 
ます。 

3. ◄または►の力ーソルボタンを押して、リスニングポジ 
シヨンからをスピーカーへの距離を設まします。 

4. 距離の設をを完了したら、▲または▼の力ーソルボタンを 
押して 「 NEXT (ホ)」を選びます。 

5. OK ■ボタンを巧して、々のメニュ ー 「Speaker Level (スピー 
力一の出カレベル）」セッ トアップに入ります。 


または， ◄/ ►のカーソルボタンを使い、 JU 下のメニューを選びまず。 
•「 EXIT (化る）」：セットアップメニューか6化る 
•「TO MAIN MENU (メインメニューへ）」：セットアップメインメ 
ニューに房る 

•「 RETURN (戻る）」：に peaker Distance (スピーカーまでの距離)」 
に戻る 

それから OK ボタンを押すと、選んだメニューが実巧されます。 

L&R :フ□ントレフトとライトのスピーカーからリスニングポジショ 
ンまでの距離を 0.3 m か 69 m まで 0.3 m 間隔で設定する 
C :センタースピーカーからリスニングポジションまでの距離を 
0.3 m か 69 m まで0.3 m 間隔で設定:ずる 
SLR :サラウンドレフトとライトのスピーカーからリスニングポジ 
ションまでの距離を 0.3 m から 9 m まで 0.3 m 間隔で設定ずる 
S 机：サブウーファーからリスニングポジションまでの距離を 0.3 m 
から 9 m まで 0.3 m 間隔で設定ずる 

SB :サラウンドバックのスピーカーか5リスニングポジションまで 
の距離を0.3 m から 9 m まで0.3 m 間隔で設定する 

ご注意 

• Speaker Size (スピーカーサイズ）メニューで「 NONE 」 に設 
定したチヤンネルのスピーカーは表示されません。 


SPEAKER SIZE 

(スピーカーサイズ） 

設定から スヒーカー 


距離 



SPEAKER LEVEL 

(スピーカー出カレベル) 
設定へ 


SETUP MAIN MENU 

MENU へ戻る 

から出る 


SPEAKER SIZE 

【スピーカーサイズ） 
設定へ戻る 
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SPEAKER LEVELS スピーカーの出カレベル] 

このセットアップ（設を）では，リスニングポジションじおいてをス 
ピーカーからの音量が全て同じに闇こえるように，テストノイブ信号 
を用いてちスピーカーの出カレベルを設をしまず。 

ごま意 

• 6. 1チヤンネル入カモードや S - Direct (ソースダイレクト） 
モードでは、この設定はできません 

TEST (テスト-トーン）モード： ◄ または►の力ーソルボタンでテス 
卜 I ンの発生モードを 「MANU (マニュアル：手動）」または 「AUTO 
(才ート：自動)」に選びまず 

「 AUTO (自動) J を選んだとき 

▼ボタンを巧し， 「 AUTO (自動)」を違ぶと，テストトーンの化力は， 

L (フ□ントレフト）一 C (センター)一 R (フ□ントライト）一 SR (サラウ 
ンドライト）一沈（サラウンドバック）一义（サラウンドレフト）一 SW 
(サブウーファー)一 L (フ□ントレフト）の順番で，をチヤンネル2秒闇 
隔で循環しまず。 

◄ または ► のカーソルボタンを巧って、スピーカーからのノイブの音 
声レベルを調整し，全てのスピーカーじ巧して同じレベルじしまず。 

• 0 K •ボタンを押して ， 「TO MAIN MENU (メインメニューへ）」を遲 
び、もう一を 0 K ■ボタンを巧すと，セットアップメインメニューに 
戻ることができまず。 

• ▲または▼の力ーソルボタンを巧して， 「 EXIT (化る）」を選び、 0 K 
ボタンを押すと、セットアップメニューを化ます。 

• ◄または►の力ーソルボタンを押して> 「 RETURN (戻る）」を選び， 
0 K ■ボタンを押ずと，前のメニュ ー 「SPEAKER DISTANCE (スピー 
力一までの距離)」セツ トアップに戻りまず。 


「MANU (手動) J を選んだとき 

「 MANU (手動)」を選ぶと，をスピーカーの化カレべルを々のように調 



プ. ▲ または▼の力ーソルボタンを巧して 「 T . MODE 」 メニュ ー 
で 「 MANU (マニュアル：手動)」を選ぶとき、本機はフロン 
トレフトスピーカーからピンクノイズを出力します。 


このときマスターボリュームのを望するレベルを調整しま 
す。このノイズのレベルを覚えて、▼の力ーソルボタンを 
押します。本機はセンタースピーカーからピンクノイズを 
出力します。 


2. ◄または ► の力ーソルボタンを巧ってフロントレフトス 
ピー カーと同じレベルにセン タースピー カーからのノイズ 
の音量レベルを調整します卜10から+1 OdB の間を1 dB 間 
隔で調整できます）。 


义 

4. 

5. 


最大 

A 

IdB 間隔 

I 

基準 

I 

IdB 間隔 




A 

」 ► ボタン 

4 ボタン 

V 


▼の力ーソルボタンを再び押します。本機はフロントライ 
トスピーカーからピンクノイズを出力します。 

全てのスピーカーが同じ音量レベルになるまで、フロント 
ライトとその化のスピーカーにがしてもえとえを繰り返し 
ます。 

OK ■ボタンを押して 、 「TO MAIN MENU (メインメニュ ー 
へ）」を選び、もう一度 OK ■ボタンを押すと、セットアップ 
メインメニューじ戻ることができます。 

• ▲または▼の力ーソルボタンを押して， 「 EXIT (化る）」を還び， 
OK •ボタンを押すと，セットアップメニューを化ます。 

• ◄または►の力ーソルポタンを巧して ， 「RETURN (戻る）」を遲 
び， 0/ C ポタンを巧ずと，前のメニュ ー 「SPEAKER DISTANCE 
(スピーカーまでの距離)」セットア、ソプじ戻 y まず。 


ご注意 

• Speaker Size (スピーカーのサイズ）セットアップメニュー 
で 「 NONE 」 を選ばれた スピーカーは 卖示されません。 

• 各チャンネルにがするセットアップ(設定）レベルは全て 
のサラウンドモードにおいて再生されるよう記憶されて 
います。 

• 6.1 チャンネル入カソースにかしてスピーカーレベルを調 
整するには、 6.1 CHLeveII 叩山セツトアップメニューを使 
用して下さい。 


SPEAKER DISTANCE 

リモコンから （ス ピーカーの 距離） 

直接 設定から テストトーンモード 



MAIN MENU SPEAKER DISTANCE SETUP MENU 

へ戻る （スピーカーの距離)設定へちる から山る 
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3. PREFERENCE 


2.5. 


ブ- ▲ または ▼ の力ーソルボタンでセットアップメインメ 
ニューの「3. PREFERENCE 」 を選びます。 

2- 0/ C ボタンを押します。 

3- ▲または▼の力ーソルボタンで希望する項目を選びます。 

4 - ◄ または ► の力ーソルボタンで調整します。 

5 . ▲または▼の力ーソルボタンを押して 、 「TO MAIN MENU 
(メインメニューへ)」を選び、 0/ C ボタンを押すと、セット 
アップメインメニューに戻ることができます。 

または、◄または►の力ーソルボタンを押して、 「 EXIT (出 
る）」を選び、 0/ C ボタンを押すと、セットアップメニュ ー 
から出ます。 


BASS MIX (バスミックス） 

• BASS MIX (パスミックス）の設走は、フ□ントのスピーカーが 
「 LARGE 」 じ設走され、ステレオ再生時においてサブウーファーが 
「 YES 」 じ設定されているときにだけ有効となりまず。 

•「 BOTH 」 が選ばれたとき、 「 LARGE 」 の低域周が数信号はそれらの 
チヤンネルとサブウーファーから同時に化力されます。 

部屋のサイズやお[こよって、低域周渡数の実際の音量が不足する場 
合じこの機能を使用しまずと低域の周玻数は部屋のいたるところに 
より均一に広がります。 

•「 MIX 」 を選択ずると、各チヤンネルのスピーカーサイズに従ってサ 
ブウーファーからの化力が決まります。フ□ントスピーカーが 
「 LARGE 」 じ設定されている場合、サブウーファーチヤンネルから再 
生される低域成分はドルビーデジタルや DTS 処理された信号に含ま 
れている LFE 信号のみとなります。 

ご注意 

•フロン トスピーカーが 「 SMALL 」 に設定されている場合、 
BASS MIX (バスミックス）設定は 「 MIX 」 に固定されます。 
この時、 BASSMIX = 本**と表示します。 

し FE (し 0W Frequency Effect) 

• Dolby Digi ね I 信号や DTS 信号に含まれる LFE 信号の出カレベルを違 
びます。 

◄ または ► の力ーソルボタンで Od 巨、 - lOd 巨または OFF のいずれ 
かを選びまず。 




SETUP MENU 


から出る 


4. PLn(PRO LOGicn :プロロジック n) 

このモードにおいて，本機はた(下の通り，プ□□ジック山こおける音場 
を細かく調整するための3つの設定があります。 


2 . 5 . 


1 . ▲または ▼ の力ーソルボタンでセットアップメインメ 
ニューの r 4. PR 0 LOG に山を選びます。 

2 . OK •ボタンを押して、メニューに入ります。 

3 . ▲または▼の力ーソルボタンを押して、ホ望する項目を選 
びます。 

4 . ◄または►の力ーソルボタンを押して、モードまたはレ 
ベルの設をを選びます。 

5 . ▲または▼の力ーソルボタンを押して 、 「TOMAINMENU 
(メインメニューへ）」を選び、 0 K •ボタンを押すと、セット 
アップメインメニューに戻ることができます。 

• ◄または►の力ーソルボタンを押して > 「EXIT (化る）」を遲び， 
0 K •ボタンを押すと，セットアップメニューか6化まず。 



PANORAMA 

本機能を ON じするとフ□ントの音場を左ちに大きく回り込ませ、サラ 
ウンドチャンネルに繫げるような EP 象になります。 

▲ または ▼ の力ーソルボタンで PANORAMA モード ON または OFF を 
選びます。 

DIMENSION 

フ□ントとサラウンドのレベル差を調整する機能です。 

入カソースによってはフ□ントが強く化るもの、サラウンドが強く化 
るもの，とを様になるので> この機能で巧みのバランスを得ることが 
できまず。 

◄ または ► の力ーソルボクンで0か6日まで7段階で DIMENS の N を設 
をできまず。 

C に enter)W の TH 

センろーチャンネルの成分を、徐々にフ□ント L / R のスピーカーじ振 
り分ける機能です。 

センター成分を振り分けることで、スピーカー間の音色の不一致を總 
和させることができまず。 

◄ または ► のカーソルボタンで0から7まで8段階で設定できます。 
SPEAKER SIZE (スピーカーのサイズ)セットアップでセンタースピー 
力一じ対して 「 NONE 」 を選択していると、 この設定は表示されません。 

ご注意 

• センタースピーカーが 「 NONE 」 に設定されている場合、 
C . WIDTH は7に設定されます （ C . WIDTH =*** と表示され 
ます）。 



SETUP MENU 


から出る 
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5. CSI(CIRCLESURROUNDI： サークルサラウンド I) 



1 . ▲または ▼ の力ーソルボタンでセットアップメインメ 
ニユーの「5. csn 」 を選びます。 

2 . OK ボタンを押して、このメニユーに入ります。 

3 . ▲または▼の力ーソルボタンを巧して、ホ望する項目を選 
びます。 

4 . ◄または►の力ーソルボタンを押して、レベルを設をし 
ます。 

5. ▲または▼の力ーソルボタンを押して 、 「TO MAIN MENU 
(メインメニユーへ）」を選び、 0 K •ボタンを押すと、セット 
アップメインメニユーに戻ることができます。 

• ◄ または►の力ーソルポタンを押して， 「EXIT (化る）」を違 
び， 0K •ボタンを押ずと，セットアップメニューから化ます。 


TRUBASS 

TRUBASS は，実際のスピーカーの低音再生能力より更に化い低音が 
あたかも化ているような豊かなほ音タカまを得ることができます。 

◄ または ► のカーソルボタンで0か66までの7段階で設定できます。 


SRS DIALOG 

この機能を使うことにより，映画などでのセリフを S 月瞭じして，闇き 
サす < します。 

◄ または ► のカーソルボタンで0か66までの7段階で設定できます。 
SPEAKER S に E (スピーカーのサイズ)セツトアップでセンタースピー 
力一に巧して 「NONE」 を達択している と， この設をは表示されません。 



SETUP MENU 

から出る 


6. 6.1CH INPUT(6.1 チヤンネル入力）レベル 

このサブメニューは 6.1 チヤンネル人カソースに巧し，をチヤンネルの 
レベルを調整します。 

をチヤンネルに巧して，音量が同じレベルじなるよラ調整します。 


1 . 

2 . 

义 

4 . 


5 . 



▲ または ▼ の力ーソルボタンでセツトアツプメインメ 
ニューの「6. 6.1 CH IN 」 を選びます。 

0 K •ボタンを巧して、このメニューに入ります。 

▲または▼の力ーソルボタンを押して、ホ望するチャンネ 
ルを選びます。 

ィまたは ► の力ーソルボタンを押して、をチャンネルの 
音量レベルを設まします。 


最大 

▲ 

IdB 間隔 

I 

基準 

I 

IdB 間隔 




A 

」►ボタン 


◄ボタン 

V 


▲または▼の力ーソルボタンを巧して 、 「TO MAIN MENU 
(メインメニューへ）」を選び、 0 K •ボタンを巧すと、セット 
アップメインメニューに戻ることができます。 

• ◄または►の力ーソルボタンを押して， 「EXIT (化る）」を選び， 
0K ボタンを押すと，セットアップメニューか6化ます。 

チヤンネル 



(Front Right) 


ち 


SR(Surround Right) 


ま 


SB(Surround back) 


主 


SL(Surround Left) 


ち 


SW(Subwoofer) 


TO MAIN MENU 一 EXIT 



SETUP MENU から出る 
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7. SURROUND ( サラウンド） 

このサブメニューは各サラウンドモード毎に、チヤンネルのレベルを 
調整しまず。 

サラウンドモードじよってチヤンネルバランスを変えたいときに使い 
まず。 



7 - ▲または▼の力ーソルボタンでセットアップメインメ 
ニューの「7. SURROUND 」 を選びます。 

2 . 0 K ボタンを押します。 

3 . ▲または▼の力ーソルボタンを巧して、希望する項目を選 
びます。 

4- ◄または►の力ーソルボタンを使って、モードを選ぶか、 
または各スピーカーの音量レベルを調整します。 

5 . ▲または▼の力ーソルボタンを押して 、 「TOMAINMENU 
(メインメニューへ)」を選び、 0/ C ボタンを押すと、セット 
アップメインメニューに戻ることができます。 

• ◄または►の力ーソルボタンを押して 、 「EXIT (化る)」を選び、 
0/ C ボタンを押ずと、セットアップメニューから化ます。 


モード/スピーカー 



SETUP MENU 

から出る 


SURROUND-MODE 

◄ または ► のカーソルボタンで希望ずるサラウンドモードを選びま 
ず。 

SURR.L/R 

ィまたは ► の力ーソルボタンで一 lOd 巨から十 lOd 巨まで 1 d 巨間隔で 
サラウンドレフト/ライトスピーカーの音量レペルを調整しまず。 
SPEAKER S に E (スピーカーのサイズ)セットアップでサラウンド L / 
R スピーカーじ対して 「 NONE 」 を選択していると、この設定は表示され 
ません。 


SURR. BACK 

◄ または ► の力ーソルボタンで 一10 服から十10池まで 1 d 巨間隔で 
サラウンドパックスピーカーの音量レペルを調整します。 

SPEAKER SIZE (スピーカーのサイズ)セットアップでサラウンドバッ 
クスピーカーじ対して 「 NONE 」 を選択していると、この設走は表示さ 
れません。 


CENTER 

◄ または ► の力ーソルボタンで一 lOd 巨から十 lOd 巨まで Id 巨間隔で 
センタースピーカーの音量レベルを調整します。 

SPEAKER SIZE (スピーカーのサイズ)セットアップでセンうースピー 
力一に対して 「 NONE 」 を選択していると、 この設定は表示されません。 

SUB W 

◄ または ► の力ーソルボタンで 一15 d 巨から十 lOd 巨まで Id 巨間隔で 
サブウーファーの音量レペルを調整します。 

SPEAKER SIZE (スピーカーのサイズ)セットアップでサブウーファー 
に対して 「 NONE 」 を選択していると、 この設走は表示されません。 

乂または▼の力ーソルボタンを押して 、 「TO MAIN MENU (メインメ 
ニューへ)」を選び、 0 K ボクンを押ずと、セットアップメイン;><ニュー 
に戻ることができます。 


•サラウンド L / R 、 サラウンドバック、センターそしてサ 
ブウーファーの音量レベルはセットアップメインメ 

ニュー 2-3 SPEAKER LEVEL と同調します。 


20 


















BASS (お:ま域）コントロール 

• リモコンの MSS ▲または a 4 SS ▼ボタンを押しておがみ 
のレベルに調整して下さい。 

TREBLE 靖音域]コントロ-ル 

• リモコンの 打 ? EBLEA または 打 ? £SLE ▼ボタンを押して 

お巧みのレベルじ調整して下さい。 

ご注意 

• 卜ーンコントロールはフロントスピーカーの 左右にがし 
て働きます。 

• ソース ダイレクトモードが設定された場合、 卜ーンコン 
トロールは#用できません。 




リモコンの WLA/T 
ボタンを押してお好みの音量に調整します。 

•音量を上げるには yOL UME タイ ヤルをちに回すかリモコンの 
の L ▲ポタンを押して下さい。 

• 音量を下げるじは VOLUME ダイヤルを左に回すかリモコンの 
の L ▼ボタンを押して下さい。 

ご注意 

• 音量は一〇〇から + i 8 dB の間にて、 IdB 間隔で設定できま 
す。 

• セットアップメニユーのスピーカーの出カレベル （17 ぺ一 
ジ）、 6.1 チヤンネル入カレベル （19 ぺージ）、サラウンド 
レベル設定 （20 ページ）でチヤン不ルレべルをプラスレべ 
ルに設定したとき、全てのチヤンネルレベルを + ldB また 
はそれな上に設をしようしても、ボリユームは最大 
+18 dB までしか設定できません。 

(この場合、ボリュームの設定できる範囲は、 +18 dB から 
チヤンネルレベルにて設定したプラスレベルを差し引い 
た値までです。） 


卜ーンコントロール 


本機は出力の己 ASS 他音域）， TREBLE 福音域)の調整がを々調整巧 
能でず。それぞれ> 十/- 6段階まで調整ができまず。 


入カファンクションの選択 

信号を再生ずる際は、まず巧めじ本体の入カファンクションを選択す 
る必要がありまず。 

例) DVD からの信号を再生する。 




7-本体の OW ボタン、またはリモコンの 口 W ボタンを押し 
ます。 

么その後 DVD プレーヤー側で再生を開始します。 

• 入カファンクションを切り換えた際、前面表示部に選択したファン 
クションをが表示されます。 

入カファンクション毎(こサラウンドモード、デジクル入力、アナ □ 
グ入力、など前回の状態がメモリーされています。 

• 才ーデイオファンクション （ TUNER 、 CD 、 TAPE 、 CD - R / MD ) な 
どを選択した攝合ビデオ化力は最後に選択したビデオ機器の状態を 
保持しています。 

• ビデオ系のファンクションを選択した場合 、 MONITOR OUT (モニ 
ター化力)より選択した機器のビデオ信号が化力されます。但しビデ 
才入力信号はビデオ用 MONITOR OUT (モニター化力)へ、 S - ビデオ 
入力信号は S - ビデオ用 MONITOR OUT (モニター化力)へと化力され 
ます。異なる信号間での入化力は巧いません。よって選択したファ 
ンクシヨンの入力に合ったモニター化力をモニター[こ接続して下さ 
い。 


サラウンドモードの選択 

入カファンクションを選んだ後は、ご希望のサラウンドモードを選択 
します。 

各サラウンドモードについては23ページのサラウンドモードの項を参 
照して下さい。 

例) AUTO モー ドを還択する場合。 



7-本体の S 化 EC 7 ■ダイヤルを回し、前面表示部に AUTO と表 
示が出るようにします。リモコンではボタンを押し 
ます。 


基本操作 


音量を調整する 




™ 0 © © © © 
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7. リモコンの SLEEP ボタンを巧します。 

• 押ず毎に前面表示部の設定時固表示が W 下の様に変わります。 

OFF -•-10- )-20 - )-30 - >-40 


90 -« -80 -< -70 -« -60 •< -50 

2 . ごを望の時間で約2秒間お待ち下さい。スリープタイマー 
がセツ 卜されます。 

• 前面表示部内の SLEEP が点灯します。 

3 . スリープタイマーを解除したい場合は、上記の手順7.と么 
を斤って OFF を選択して下さい。 


ミュート機能 


本機で再を動作をしている最中に，リモコンで一時的にスピーカーか 
らの音声を消すことができます。 



1 . 本体またはリモコンの/ WU 7 ■亡ボタンを押します。 

• 音声化力が消えまず。本体前面表示部に MUTE と表示されます。 

2 . ミュートを解除したい場合は、再度 MU 7 E ボタンを押しま 
す。 

• 音声が再び化力されまず。 


スリープタイマーを使う 


設定した時間で自動的に電源がスタンバイが態じなる機能でず。最大 
90分まで設を巧能でず。 


をイト （NHGHT) モード 

夜間等に再を音のダイナミックレンジを巧さえて，全体の音量を上げ 
ずにルさな音声を闇きサずくずることができます。本動作は，リモコ 
ンにて切り換えを行いまず。 

ナイ トモー ドの効果は，ドルビーデジタルの フォーマッ トによって設定 
されていまず。本動作に巧応してし巧い入力信号じよっては効果が化な 
い場台がありまず。 



1 . リモコンの w / Gwr ボタンを押します。 

• 本体前面表示部内の N に HT が点灯しまず。 

2 . ナイトモードを解除したい場合は、再度 AHGH 7 ■ボタンを 
押します。 

• 本体前面表示部内の N に HT がミ肖えまず。 


a 
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Neo:6-Cinema (シネマ）と Neo:6-Music (ミュージック）の 2 種類のマト 
リックス•モードが選択できまず。 

Neo:6-Cinema はサラウンド-エンコーディングされた映画のサウン 
ド-トラック用のマトリックス-モードで VTR 等の 2 ch ソースから 
6.1 ch のサラウンド再生が可能でず。 

Neo: 目- Music は従来のステレオ音楽を 6.1 ch にて再生ずるためのマト 
リックス-モードです。 

ご注意 

• 本モードではたとえ dts - ES 信号が入力されても ES (6.1 ch ) 
再生はしません。 ES 再生をする場合は EX / ES モードを選 
んで下さい。 

Neo :6 再生は PCM 2 ch 信号入力時、あるいはアナロダ入力 
にのみ選ができます。 


EX/ES 

ドルビーデジタル 5.1 ch の場合、一旦 5.1 ch デ〕ードをした後にマトリ 
クス処理を施すことじより、サラウンドパック信号を付力□しまず。 
ドルビーデジタル EX 処理を施して記録された入力信号では、サラウン 
ド空間再生の定位感が向上します。 

しかし、サラウンド EX 処理が施されていない 5.1 ch 信号に対しては不 
自がな定位再生[こなることがあります。 

(詳しくは DVD のパッケージなどを参照して、本モードに切り替えてく 
ださい） 

DTS - ES 信号入力の場合、信号内に記録された半!!別信号[こよって 
Discrete -6. 1、 Matrix -6.1 の再生方まを切り替えて DTS - ES 処理を行 
います。通常の 5.1 ch - DTS 信号入力の場合、一旦 5.1 ch デコードをし 
た後に Matrix -6.1 処理を施してサラウンドパック信号を付力□しまず。 


各種入力信号じ応じて、独自の音場再生処理 （ MOVIE 、 HALL 、 
STADIUM 、 MATRIX ) を付が]ずることにより、ホールやスタジアム、 
劇場の雰囲気をかもし化しまず。リモコンの口 S 户ボクンを押してお好 
測こよ UMOVIE 、 HALL 、 STADIUM 、 MATRIX の4種を切 U 替えてご 
使巧下さい。 

DSP SURROUND 再生は PCM 2 ch 信号入力時、あるいはアナ□グ入力 
じのみ選択できまず。 


CSE (サークルサラウンドが 

通常の VTR や CD などのステレオやモノラル等、あらゆる素材を目 . Ich 
音場再生することが化来るモードです。 

CSn - Cinema と Music および Mono の3種類のモードがあります。リモ 
コンの CS // ボタンを押して選択してください。 

CSn-Cinema ( シネマ） 

映画などのサウンド-トラック巧の再生に適したモードで VTR 等の 
2 ch ソースから 6. Ich のサラウンド再生が巧能です。 

CSn-Music (ミュージック） 

CD など従来のステレオ音楽を目. Ich じて再生ずるずるのに適したモー 
ドです。 

CSn-Mono ( モノ） 

モノラル歸音された映画素材や TV 放送でさえも、目. Ich 再生を可能に 
します。 

また C 細モードではお好みに合わせて各種パラメーター調整 ( Trubass 、 
SRSDIALO 扮を施すことが巧能です。（: CSII パラ;><-夕一設走の項参照 
(19 ぺージ )） 

ご注意 

• CSII 再生は PCM 2 ch 信号入力時、あるぃはアナログ入力に 
のみ選択できます。 


サラウンドモードについて 


本機は下のような多種のサラウンドモードを持っておりまず。再生 
する ソース やお好みに応じて各種モードを使い分ける事が巧能です。 
入カファンクション毎にこれらのサラウンドモードはメモリーされま 
す。 

入力信号によって各サラウンドモードの再生状態が変わります。に己 
ページのサラウンドモード/入力信号対応表を参照） 


AUTO (才ートサラウンド） 

入力されるデジタル信号の種類を横化し、自動的に再生状態を切り替 
えまず。 

ドルビーデジクル、ドルビーデジクル EX 、 ドルビーサラウンド、 
DTS 、 DTS - ES 、 PCM 、96 kPCM などの信号フォーマットをお化して 
それぞれ(こ対応した再生モードに切り換えます。 

基本的に、入力信号が PCM 信号の場合は STEREO 再生を巧いまず。ド 
ルビーデジタルや DTS の場合それぞれのチャンネル数(こ応じた再生を 
巧います。 


□□ モード 


(DOLBY D に ITAL，PRO LOG に n-Movie 、 Music、PRO LOG に） 

DVD などのドルビーデジタル 5.1 ch 信号入力に対してはぞのまま再生 
します。 

2 ch 入力信号[こ対してはドルビープ□□ジ、ソク n 再生を巧うことができ 
まず。 

従巧のプ□□ジ、ソクは、フ□ント 3 ch 、 リアはモノ （ Ich ) の 4 ch 構成と 
なっていました。またサラウンドチヤンネルに再生帯域に制限があ 
り、上限が 7 kHz でした。プ□□ジ、ソク 山 ま、ドルビーデジタルと同じ 
ようじ、フ□ント 3 ch 、 リア 2 ch のフルパンド 5 ch で構成されており、 
自然なサラウンド表現が巧能です。 

プ□□ジック n モードは Movie (ムーピー）モードと Music (ミュージッ 
ク）モード、プ□□ジ、ソク互換モードの3種から選択できます。リモコ 
ンの□□ボタンを押して選択してください。 

PRO LOG に n-Movie モードは映画再生にパラメータを最適化したもの 
でず。ドルビーサラウンド-エンコード作品は、このモードで視聴ず 
るとより効果的でず。 

PRO LOG に n-Music モードは音楽再生に最適化したパラメーうを持た 
せております。サラウンドチヤンネルは定位よりも包囲慰が得られる 
チューニング[こなっています。このモードは通常のステレオ歸音され 
た音楽などを再生するときに用いる事ができまず。 Music モードでは 
お好みに合わせて各種パラメークー調整を施ずことが巧能です。 （ PLn 
(プ□□ジ、ソクの設走の項参照 （ 18ページ)） 

PRO LOG に モードは従巧のプ□□ジ、ソク再生互換があります。ドル 
ピーサラウンド録音ソースに対しそのまま忠実なデコードをしまず。 

ごま意 

• 本モードは 2 ch 信号入力の場合はプロロジック n 再生を巧 
いますがドルビーデジタル5 . Ich 信号が入力された場合は 
自動的にドルビーデジタル 5. Ich 再生に切り替わります。 

本モードでは例えドルビーデジタル EX 信号が入力されて 
も EX (6.1 ch ) 再生はしません。 

EX 再生をする場合は EX/ES モードを選んで下さい。 


DTS モード [dts、Neo:6-CINEMA、Neo:6-MUSIC)_ 

DVD などの dts 日. Ich 信号入力[こ対してはそのまま再生しまず。 

2 ch 信号入力（アナ□グ信号入力を含む）に対しては Neo :6- Cinema 、 
Neo :6- Music の選択が可能でず。リモコンの d わボタンを押して選択 
してください。 

dts - Neo :6 は2チャンネル記録された入力信号から目チャンネルのフル 
バンドチャンネルを再生します。 
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MULTI-CH. STERE0(；7 ルチチヤンネル.ステレオ 

2 ch 信号入力に対して独自の処理を施しマルチチャンネル(目. Ich ) 再 
生をしまず。 

5. Ich 信号入力に対してはそのまま再生します。 


VIRTUAL しバーチャル] 

三本のフ□ントス ピーカー だけで、あたかもサラウンドス ピーカーが あ 
るようなサラウンド効果を再現しまず。 

ドルビーデジタル、 DTS のマルチチャンネルソースにバーチャル処理 
を施して再生します。また 2 ch 信号入力に対しては一旦サラウンド処 
理を施した後にバーチャル再生を巧いまず。 


STEREO(X テレオ） 

入力信号のチャンネル数に関わ6ずステレオ再生を巧います。よって 
たとえ 5.1 ch 信号（ドルビーデジタル、 DTS ) が入力されている場合で 
も、フ□ント L / R だけの再生となりまず。 


S-DIRECT (ンースタイレクト j 

スピーカー設をなどによる周波数フィルターやディレイ、 I -ーンコン 
卜□ールなどの付力□処理をパイパスしまず。よって入力信号を最短処 
理じて化力しまず。またアナ□グ信号入力時にはデジクル部の処理を 
停止して、高周玻ク□ックなどの影響を最小限[こします。入力信号へ 
の追従は AUTO モードと同じです。 

ご注意 

.この モー ドを選がすると、巧部的にセッ ト アップメ 
ニューの SPEAKER SIZE (スヒー カー サイズ）における各 
スピーカーの 設定がすべて LARGE (ラージ） および 
SubWoofer (サブウーファ ー） =YES の設定状態で再生され 
ます。 

また トーンコントロール、 HT-EQ などの処理はすべて無 
効となります。 


デジタル信号入力に関して。 

DVD プレーヤー等と本機をデジクル信号接統をして使用している場合 
じ、プレーヤー(こよってはスキップ動作や音声切り替え等の操作時に 
音声が途切れたり、音声化力が遅れる塌合がありまず。これは有害な 
ノイズの発生を防ぐ為であり故障ではありません。 


DOLB\^URROUNDEX 信号に関する注意， 

ドルビーデジタル EX 再生はデジタル入力時のみ巧能です。 
ドルビーサラウンド E X 処理が施されたソースの再生には EX / ESS — 
ドの使用を推奨しまず。 

自動的にドルビーデジクル EX 再生に切り替わらない塌合、 DVD のジャ 
ケットの表記などを参照の上 EX / ESS — ドに切り換えて下さい。 
これは DVD 内に Surround EX 半!!別巧信号が正磕に記録されていない塌 
合がある為でず。 


96kHZ PCM 信号に関する注意 

96 kHzPCM 信号入力時は AUTO 、 STEREO 、 S - DIRECT が選択可能で 
す。 

DVD プレーヤーじよっては9目 kHz PCM 信号のデジタル化力に対応し 
ていない場合がありまず。詳しくはお使いの DVD プレーヤーの取キ及い 
説明書をご覧下さい。 

DVD ディスク(こよっては著作権保護の為、 96 kHz PCM 信号のデジタ 
ル化力を禁止している場合があります。 


DTS 信号に関するま意 

DTS 信号の再生はデジクル入力時のみ巧能です。 

DTS - CD や DTS - LD を再生する場合、プレーヤーのアナ□グ音声出力 
からノイズが化力されている場合がありまず。必ずプレーヤーのデジ 
タル化力端子と本機のデジタル入力端子を接続してご使用下さい。 
上記ノイズ化力の理由により、本磯で DTS - CD や DTS - LD を再生中は 
デジタル、アナ□グ入力の切り替え動作等を禁止している場合があり 
ます。一旦プレーヤー側を STOP が態じしてから巧ってください。 
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サラウンドモード/入力信号対応表 


サラウンドモ-ド 

入力信号 

デコード 

出カチャンネル 

前面表示 

-/R 

C 

SL 

SR 

SB 

SW 

ドットマトリックス表示 

信号フォーマ ‘ ソ ト表示 

チヤンネルが態 

AUTO 
( 才 - 卜） 

ドルビーサラウンド EX 

ドルビーデジタル EX 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

DOLBY D EX 

□□ D に ITA し EX 

し C ， R ， SL ， SR, S，LFE 

ドルビーデジタル (5,1ch) 

ドルヒーデジタル 5.1 

〇 

〇 

〇 


〇 

DOLBY D 

□□ DIGITAL 

し C ， R ， SL ， SR，LFE 

ドルビーデジタルにか 

ドルビーデジタル 2.0 

〇 

- 

- 



DOLBY D 

□□ D に ITAL 

し R 

ドルビーデジタル にか Suit 

プロロジック n ムービー 

〇 

〇 

〇 



DOLBY PL II MV 

□□ DIGITAL, □□ SURROUND 

し R，S 

DTS-ES 

DTS-ES 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

DTS ES 

dts, ES 

し C ， R ， S し SR ， S，LFE 

DTS (5.1ch) 

DTS 5.1 

〇 

〇 

〇 


〇 

DTS 

dts 

U C, R, SL, SR, LFE 

PCM け - デイオ） 

PCM ( ステレオ） 

〇 

- 

- 



STEREO 

PCM 

し R 

PCM 96kHz 

PCM (96kHz ステレオ） 

〇 

- 

- 



STEREO 

PCM, 96kHz 

UR 

アナロク 

ステレオ 

〇 

- 

- 



STEREO 

ANALOG 

- 

S-DIRECT 

( ソ-ス 
ダイレクト） 

ドルビーサラウンド EX 

ドルビーデジタル EX 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

DOLBY D EX 

□□ D に ITAL, EX 

し C, R ， S し SR, S，LFE 

ドルビーデジタル (5,1ch) 

ドルビーデジタル 5.1 

〇 

〇 

〇 


〇 

DOLBY D 

□□ DIGITAL 

L, C, R, SL, SR, LFE 

ドルビーデジタルにか 

ドルビーデジタル 2.0 

〇 

- 

- 



DOLBY D 

□□ DIGITAL 

し R 

ドルビーデジタル にか Surr 

プ □□ ジック n ムービー 

〇 

〇 

〇 



DOLBY PL II MV 

□□ DIGITAL, □□ SURROUND 

し R，S 

DTS-ES 

DTS-ES 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

DTS ES 

dts, ES 

L, C, R, SL, SR, S, LFE 

DTS f5.1ch) 

DTS 5.1 

〇 

〇 

〇 


〇 

DTS 

dts 

し C, R ， S し SR，LFE 

PCM け - デイオ） 

PCM ( ステレオ） 

〇 

- 

- 



STEREO 

PCM 

UR 

PCM 96kHz 

PCM (96kHz ステレオ） 

〇 

- 

- 



STEREO 

PCM, 96kHz 

し R 

アナログ 

Stereo 

〇 

- 

- 



STEREO 

ANALOG 

- 

EX/ES 

ドルビーサラウンド EX 

ドルビーデジタル EX 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

DOLBY D EX 

□□ D に ITAL, EX 

し C, R ， S し SR, S，LFE 

ドルビーデジタル (5.1ch) 

ドルビーデジタル EX 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

DOLBY D EX 

□□ D に ITAL 

し C ， R ， S し SR，LFE 

DTS-ES 

DTS-ES 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

DTS ES 

dts, ES 

L, C, R, SL, SR, S, LFE 

DTS fS.lch) 

DTS-ES 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

DTS ES 

dts 

し C. R. S し SR, LFE 

DOLBY 
(Pin MOVIE) 
(Pin MUSIC) 
(PRO LOGIC) 

ドルビーサラウンド EX 

ドルビーデジタル 5.1 

〇 

〇 

〇 


〇 

DOLBY D 

□□ D に ITAL, EX 

L, C, R, SL, SR, S, LFE 

ドルビーデジタル (5,1ch) 

ドルビーデジタル 5.1 

〇 

〇 

〇 


〇 

DOLBY PLII MS 

□□ D に ITAL 

し C, R ， S し SR, LFE 

ドルビーデジタルにか 

プロ ロジック n 

〇 

〇 

〇 



DOLBY PL 

または DOLBY PLII MV 
または DOLBY PLII MS 

□□ DIGITAL 

UR 

ドルヒーデジタル (2 ホ Surr 

了ロロジック n 

〇 

〇 

〇 



□□ DIGITAL, □□ SURROUND 

し R，S 

PCM け - デけ） 

プロ ロジック n 

〇 

〇 

〇 



PCM 

し R 

アナログ 

プロ ロジック n 

〇 

〇 

〇 



ANALOG 

- 

DTS 

(Neo:6 Cinema) 
(Neo:6 Music) 

DTS-ES 

DTS 5.1 

〇 

〇 

〇 


〇 

DTS ES 

dts, ES 

し C, R，S し SR, S，LFE 

DTS (5.1ch) 

DTS 5.1 

〇 

〇 

〇 


〇 

DTS 

dts 

L, C, R, SL, SR, LFE 

PCM け - デイオ） 

Neo:6 

〇 

〇 

〇 

〇 


NEO 6 CINEMA 
または NEO 6 MUSIC 

PCM 

し R 

アナログ 

Neo:6 

〇 

〇 

〇 

〇 


ANALOG 

UR 

CSn CINEMA 
CSnMUS に 
CSn MONO 

PCM け - デけ） 

CSn 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

CSN CINEMA 
または CSII MUSIC 
または CSII MONO 

PCM 

し R 

アナログ 

CSn 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

ANALOG 

- 

STEREO 

( ステレオ） 

ドルビーサラウンド EX 

ステレオ 

〇 

- 

- 


〇 

STEREO 

□□ D に ITA し EX 

し C, R，S し SR, S，LFE 

ドルビーデジタル (5,1ch) 

ステレオ 

〇 

- 

- 


〇 

STEREO 

□□ D に ITAL 

し C ， R，S し SR，LFE 

ド‘ルビーデジタルにか 

ステレオ 

〇 

- 

- 



STEREO 

□□ DIGITAL 

UR 

ドルビーデジタル にか Surr 

ステレオ 

〇 

- 

- 



STEREO 

□□ DIGITAL, □□ SURROUND 

し R，S 

DTS-ES 

ステレオ 

〇 

- 

- 


〇 

STEREO 

dts, ES 

L, C, R, SL, SR, S, LFE 

DTS fS.lch) 

ステレオ 

〇 

- 

- 


〇 

STEREO 

dts 

し C ， R，S し SR, LFE 

PCM け - デけ） 

ステレオ 

〇 

- 

- 



STEREO 

PCM 

UR 

PCM 96kHz 

ステレオ 

〇 

- 

- 



STEREO 

PCM, 96kHz 

UR 

アナログ 

ステレオ 

〇 

- 

- 



STEREO 

ANALOG 

- 

VIRTUAL 
( バーチャル ) 

ドルビーサラウンド EX 

バーチャル 

〇 

- 

- 



VIRTUAL 

□□ D に ITAL, EX 

u C, R, SL, SR, S, LFE 

ドルビーデジタル (5,1ch) 

バーチャル 

〇 

- 

- 



VIRTUAL 

□□ DIGITAL 

し C, R，S し SR，LFE 

ドルビーデジタルにか 

バーチャル 

〇 

- 

- 



VIRTUAL 

□□ D に ITAL 

UR 

ドルビーデジタル ( 2 ホ Surr 

バーチャル 

〇 

- 

- 



VIRTUAL 

□□ DIGITAL, □□ SURROUND 

し R，S 

DTS-ES 

バーチャル 

〇 

- 

- 



VIRTUAL 

dts, ES 

し C ， R，S し SR ， S，LFE 

DTS (5.1ch) 

バーチャル 

〇 

- 

- 



VIRTUAL 

dts 

L, C, R, SL, SR, LFE 

PCM け - デイオ） 

バーチャル 

〇 

- 

- 



VIRTUAL 

PCM 

し R 

アナログ 

バーチャル 

〇 

- 

- 



VIRTUAL 

ANALOG 

- 

MULTI CH ST 
(マルチチャンネ 
ル * ステレオ） 

ドルビーサラウンド EX 

ドルビーデジタル EX 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

M-CH STEREO 

□□ D に ITA し EX 

し C ， R，S し SR, S，LFE 

ドルビーデジタル (5.1ch) 

ドルビーデジタル 5.1 

〇 

〇 

〇 


〇 

M-CH STEREO 

□□ D に ITAL 

L, C, R, SL, SR, LFE 

ドルビーデジタルにか 

7 ルチチャンネル*ステレオ 

〇 

〇 

〇 



M-CH STEREO 

□□ D に ITAL 

し R 

ドルビーデジタル ( 2 ホ Surr 

7 ルチチャンネル’ステレオ 

〇 

〇 

〇 



M-CH STEREO 

□□ DIGITAL, □□ SURROUND 

し R，S 

DTS-ES 

DTS-ES 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

M-CH STEREO 

dts, ES 

L, C, R, SL, SR, S, LFE 

DTS fS.lch) 

DTS 5.1 

〇 

〇 

〇 


〇 

M-CH STEREO 

dts 

し C, R，S し SR, LFE 

PCM け - デイオ） 

7 ルチチャンネル*ステレオ 

〇 

〇 

〇 



M-CH STEREO 

PCM 

UR 

アナログ 

7 ルチチャンネル*ステレオ 

〇 

〇 

〇 



M-CH STEREO 

ANALOG 

- 

DSP サラウンド 
( ム - ビ -) 
j ホ— ル） 
( スタジアム） 
( マトリックス） 

PCM け - デイオ） 

DSP 

〇 

〇 

〇 



MOVIE ( ムービ ー ) 

または HALL ( ホール） 

または STADIUM ( スタジアム ) 
または MATRIX ( マトリックス ) 

PCM 

し R 

アナロク 

DSP 

〇 

〇 

〇 



ANALOG 



Dolby D Suit EX : ドルビーデジタル-サラウンド EX 記録の Suit 
EX 信号 

DTS - ES : DTS デジタル記録の ES 信号 

Dolby D に ch Suit): ドルビーサラウンド記録のドルビーデジクル 
2ch 信号 


L/R 

:フ□ントス ピーカー 

C 

:センタースピーカー 

SL/SR 

:サラウンドスピーカー 

SB 

:サラウンドパックスピーカー 

SW 

:サブウーファー 
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o @ 


◎ を）窃お 


7 -本体の人カファンクション切り替えボタンを押して、 CD 
の入力を選がします。 

2. 「カセットデッキの入力設定(録音レベル調節等）をおこな 
し、、 録音スタンバイ状態にします。 

• 詳細はカセットデッキの取撒説明書をご覧ください。 

3 m カセットデッキを録音が態にします。 

4- CD プレーヤーを再生します。録音が開始されます。 
ご注意 

• デジタル信号入力だけの接続の場合、アナログ録音出力 
端子への出力が得られません。録音機能を使用する場合 
は、アナログ信与*入力の接続も行ってください。 

• TAPE OUT 端子 CD-R/MD OUT 端子には、常に本機が再生 
状擊にある機器からの入力信号が出力されます。 

例ふば DVD を選択して再生している場合、この端子には本 
機の DVD アナログ入力端子への入力信号が出力されます。 


デジタル入力を設走したファンクションを選んでいる場含、下の人 
カモードを切り替えることが巧能です。 

デジタルオート： デジタル信号が入力されている場合はデジクル入力 
へ切り替えます。、デジタル信号が約 1.5 秋 W 上入 
力されない塌合は、自動的にアナ□グ信号入力へ切 
り替えまず。 

(表示例： D に-1 AUTO ) 

デジタル： デジタル入力に固をされます。 

(表示例： DIG -1) 

アナログ： アナ□グ入力に固をされます。 

谦示例： ANALOG ) 



• これらのボタンを巧す毎に、入カモードが順番[こ切り替わり 
ます。 


ご注意 

• ここで選択した入カモードはあくまで一時的な切替で 
す。入カファンクシヨンを切替えたり、スタンバイにし 
た後は、セツトアップメニューで設定した入力設定に戻 
ります。 


本機を操作してカセットテープ、 CD - R 、 MD など(こ録音することがで 
きまず。このため本機は TAPE OUT 端す、 CD - R/MD OUT 端子を装備 
してお U ます。 

例1:現を C D 入力にて C D を再生して聴きながら、 TAPE に 
アナログ録音をする場合。 

(既に接続例のようにアナ□グ信号も接続されている状態） 



アナ□グ信号入力を本機にて再生している場合、本機の内部処理に対 
して入力信号がレペルが大きすぎると音が歪んで闇こえることがあり 
まず。 

このような±蠢合(こ、アッテネート機能によってアナ□グ入力信号レべ 
ルを減衰させることができます。 

本機能は、アナ□グ入力が選択されている攝合に有効です。 

本機能は、各入カファンクション毎(こメモリーされます。 

例えば、 CD を選択し本機能を動作させ、他の入力(こ切り替えた後に、 
再び CD を選択した時に、本機能は有効になっていまず。 

1. リモコンの >47 T ボタンを押します。 

• 本体前面表示部内の ATT が点灯し、動作状態を表示しまず。 

2 . アッテネートを解除したい場合は、再度;! ITT ボタンを押し 
ます。 

• ATT 表示が消えます。 


へ、ソドホンの標準ステレオジャックを PHONES 端子に接続しまず。 
接続するとスピーカーか6の化力は自動的(こ無くなりまず。 

サラウンド モー ドは自動的にステレオ モー ドじなります。サラウンド 
モー ドの切り替えは禁止されます。 S - DIRECT は選択可能でず。 
深夜のプライベートリスニングの際は、へッドホンの使用をお勧めし 
ます。 



么警告 

• ヘッドホンの音量が大きすぎると、耳を傷めることがあり 
ます。音量が大きくならないように注意してください。 


本体前面表示部の輝度を以下の表示モードで選択巧能です。 


通常モード：常に表示部に本機のが態を表示しまず。 

ディマー：表示部の輝度を落とします。 

表示オフ：常に消财したままでず。 

7 -本体の〇巧户し Ay ボタンボタンを押します。 

• これらのボタンを押す毎に、表示モードが順番に切り替わりま 
す。 

ご注意 

• Display Off 状態では、ディスプレイ内の DISP だけは識別 
の爲点灯します。 


アナログ信号で録音する 


へッドホンで聞く 


表示部の輝度を変える 


アツテネート機能 



その他の機能 


入カモード切替 
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HT - EQ モード 



映画館ではセンタースピーカーがスクリーンの後ろじあるため、巧画 
ソフトはスクリーンでの減衰を見込んで高域を強調して録音されてい 
ます。本機では，巧画館とホームシアターとの差異を補正ずる HT-EQ 
(ホームシアター-イコライザー）を搭載し，製作をの意図通りの巧画 
再生をごを庭でお楽しみいただけまず。 

この機能はサラウンドモードが AUTO , DOLBY . DTS または STEREO 
のときに使用できます。 

1 . 本体の H 7 ■-£0ボタンを巧します。 

2 . この機能を解除するには、再度 H 7 ■-£0ボタンを巧します。 


6.1 CH INPUT (6.1 チャンネル入力） 

マルチチャンネル SACD プレーヤーや DVD - Audio プレーヤーなどのマ 
ルチチャンネル信号に対応ずるための 6. 1チャンネル分の外部入力端子 
が搭載されていまず。 

本入力への信号は内部サラウンド処理をパイパスしてボリュームコン 
卜□ールを通過した後、プリアウトおよび内部アンプに入力されま 
ず。 （ Sub 机入力はプリアウトのみ） 

本機能は W 前[こ使用していたビデオ系入力をラストメモリーとして、 
その映像と同時に楽しむことができまず。 


2 . 



1 . ごホ望のビデオソースを入力しているファンクションを本 
体またはリモコンで選択します。 

2 . 本体またはリモコンの6.■/ CH - W ボタンを巧します。 

• リモコンを使ってこの操作を行う場合は，あらかじめ/ WWP ボタ 
ンを一ち押して，本機をアンプモードじしてから操作をしま 
す。もし 6. 1 CH - INPUT のをチャンネルの音量ノ'{ランスを調整し 
たい場合はセットアップメニューの「6.1 CH INPUT (6.1 チャン 
ネル人力）レベル」を還おして.調整してください。 （19 ぺージ) 

3 . 本体の VOLUME またはリモコンの VOLUME ▲/▼にて、 
全体の音量をお好みのレベルに合わせてください。 

4 . 6.1 CH - INPUT を解除する場合は、本体またはリモコンの 
6.■/ CH - W ボタンを押します。 

( 注） 

• 6.1 CH - INPUT を選択している場合、サラウンドモードは 
選択できません。 

• 6.1 CH - INPUT を選択している場合、録音出力端子には信 
号は出ません。 
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户ューナーの基本操作について 


FM / AM 放送を聞く 


ここでは.揉作例として、本機のチューナー部を巧って FM または AM 
を受信ずるときの操作じついて説明しまず。 


本体での操作 



1 . TUNER ボタンを押して、表示部に FM もしくは AM の乂 
力表示を出します。 

2. 再度、 n / A /£ fi ボタンを巧して、 FM または AM を選択しま 
す。 

• TUNER ボタンを押す毎に FMSAM と切り替わります。 

3 . TUAff / VG ▲または▼ボタンを押して、ホ望の放送局に周波 
数を合わせます。 

4 . サラウンドモード選択ツマミを回して、ホ望のサラウンド 
モードにしま3。 

5 . 音量調整ツマミを回し、音量を調整します。 


リモコンでの操作 


反 

义 


7.么 
4 . 

1 . TUNER ボタンを押して、表示部に FM もしくは AM の乂 
力表示を出します。 

2. 再度、 n / W £/? ボタンを巧して、 FM または AM を選択しま 
す。 

• TUNER ボタンを押す毎に FMSAM と切り替わりまず。 

3 . ◄◄、►►ボタンを巧し、ホ望の放送局に周ぶ数を合わせ 
ます。 

4 . ボタンを一度押して、アンプモードにします。 

5. 10キーボタンを巧して、ホ望のサラウンドモードにしま 
す。 

6. VOLUME ▲または▼ボタンを押し、音量を調整します。 



放送局の自動選局 




本巧での操作 

1 . n / A /£ fl ボタンを巧して、表示部に FM もしくは AM の X 
力表示を出します。 

• 表示されたバンドが希望ずるものと違った場合は、再度 rUA/Efl 
ボタンを押して<ださい。 

2. F / P ボタンを押して、周波数表示にします。 

3 . TUNING ▲または▼を 1 秒た^上巧し続けます。 

• 自動還巧状態じなり周液数が変化を围始しまず。放送局のある 
周液数で自動停止しまず。 

• ▲ボタンを押ずと高い周液数の方へ変化しまず。▼ボタンを押す 
と低い周液数の方へ変化します。 

リモコンでの操作 

1. n / w £ fl ボタンを巧してチューナーモードにします。 

2. 一、►►ボタンを1秒に(上押し続けます。 

• 自動遲巧巧態になリ周液数が変化を晶始します。かさ局のある 
周液数で自動停止します。 

• ィィボタンを巧すと高い周汲数の方へ変化します。►►ボタンを 
押ずとほい周液数の方へ変化しまず。 


放送局の手動選局 




么 


本体での操作 

7 - TUWER ボタンを押して、表示部に FM もしくは AM の入 
力表示を出します。 

• 表示されたバンドが希望するものと違った場合は、再度 TUA / E /? 
ボタンを押して<ださい。 

2- F / P ボタンを押して、周ミ皮数表示にします。 

3 . TUMWG ▲または▼ボタンを1回づつ押します。 

• ▲ボクンを押ずと高い周艘数のちへ変化しまず。▼ボタンを押ず 
と低い周汲数の方へ変化しまず。 

■ FM を選択しているときは、周波数は 50 kHz ステップで蛮化し 
まず。 

• AM を選がしているときは、周汲数は 9 kHz ステップで変化し 
まず。 


リモコンでの操作 

1. TWVE /? ボタンを押して表示部に FM もしくは AM の入力 
表示を出します。 

2. ◄◄、►►ボタンを1回ずつ押します。 

• ◄◄ボタンを巧ずと高い周波数の方へ蛮化します。►►ボタンを 
押ずと低い周波数のちへ蛮化しまず。 

■ FM を選択しているときは、周波数は 50 kHz ステップで蛮化し 
まず。 

• AM を選がしているときは、周汲数は 9 kHz ステップで変化し 
ます。 
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受信モードの切り換え _ 

放送局の電波が弱いと、ステレオ放送のノイズが多くなったり、受信 
できない場合があります。この場含、受信モードをモノラル受信に変 
更してみて下さい。 


4- 記憶させたくない放送局で止まった場合は、再生を行って 
いる約 5 砂間に TUNING ▲ボタンを押します。 

5. 途中でやめたい場合は、 CL ら Aff ボタンを押してくださ 

い。 

• その時点までの登録が有効になりまず。 




本体での操作 

MODE 切り換えボタンを押します。 

• 前面表示の M 表示がミ肖なし.モノラル受信モードじなります。 
• MODE 切 y 換えボタンを押ずをに、モノラル受信 S ステレオ受 
信が切り換わります。 

• モノラル受信を逞んだ場合，受信途中の放を局間にてノイプが 
闇こえます。 


リモコンでの操作 

7 - TUWER ボタンを押してチューナーモードにします。 

2. MODE ボタンを押します。 

• 前面表示の M 表示が消なし、モノラル受信モードじなります。 
• 口 E ボクンを押す度に、モノラル受信 S ステレオ受信が切り 
換わります。 

• モノラル受信を選んだ場合、受信途中の放送局間にてノイズが 
闇こえます。 


放送局の自動登録（オートプリセット) 


FM / AM バンド両方を自動選局し.受信した放を局をプリセツトナン 
バー1から最大30まで順次登録できます。 

登録番号を1か6順み記録させる為，再度この機能を動作させた場 
合、事前に登録した内容はミ肖えてしまいまず。 


放送局の手動登録(マニュアルプリセット) 


お望する放さ局を手動で番号登録する方法です。最大30局まで登録巧 
能でず。 

例として. FM 放さの周汲数 82.5 MHz を登録蚕号03じする場合を説明 
します。 



本化での操作 

7. n / A /£ fi ボタンを押して、表示部に FM もしくは AM の入 
力表示を出します。 

2 . AM が表示された場合は、再度 TUA / 亡/?ボタンを押して、 
FM を選がします。 

3 . TUAtfWG ▲▼ボタンを押して、周波数 82.5 MHz に合わせま 
す。 

4 . MEMORY ボタンを巧します。 

• 前面表示部に MEMO が点滅表示します。 

5. TUAHA / G ▲▼ボタンを巧し、 03 を表示させます。 

• 前面表示部に MEMO と03が表示しまず。 

6. 03 が表示されたら、 MEMCWy ボタンを押して登録をホを 
します。 



本体での操作 

1. n // V £ fi ボタンを押して、 FM または AM を選択します。 

• FM を先の番号じしたい場合は FM を違がしまず。 

2 . Tl / AtfWG ▲▼ボタンを押して、自動選局を開始したい周ぶ 
数を合わせます。 

• FM 全帯域を違局したい場合，76.00 MHz じ合わせまず。 

3 . ル / 亡 / WOfi y ボタンを押しながら、 TUNING ▲ボタンを押し 

ます。 

• 前面表示部に AUTO PRESET が表示されまず。 

• 設をした周液数か6順に自動達局を晶始しまず。自動選局した 
放送局ごとに約5秒圍再ををおこないます。 

• 7 X / WER ボタンを巧して，バンドを切り替えることができまず。 

• FM バンドでの選局を終了すると引き続き AM バンドに切り替 
わって違局をおこないます。 

• 30局が登録されるか. FM , AM 両方の自動選局が終わると本動 
作は完了しまず。 

• 完了すると前面表示が元に戻りまず。 


リモコンでの操作 



2 . 再度、 TUA / E /? ボタンを押して、 FM または AM を選択しま 
す。 

• TUNER ボタンを押す毎に FMSAM と切り替わりまず。 

3 . ►►ボタンを巧し、ホ望の放送局に周ぶ数を合わせ 
ます。 

4 . ル/ £ MO ボタンを押します。 

5. 10 キーボタン 3 を押します。 

• 3の点滅が点のに変わった6,登録完了でず。 

6 . 手順么から 5 .を繰り返して、化の局を登録します。 
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7 . 「登録した放送局を呼び出す」と同じ手順で、名前を入力し 
たい放送局を選びます。 

2 . MEMO ボタンを3秒 Jii 上押します。 

• 前面表示が文字人力可能巧態となります。 

3 . ◄◄、►►ボタンを押し入力したいで字を選びます。 

• 還んだ文字をミ肖したい時は. CLMB ボタンを押します。 

4. M 日 W 0 ボタンを押します。 

• 還んだ文字が確をされます。 

• 文字を挿入したいときは、 ！◄◄/ ►►! ボタンを押して人力ず 
る場所を遅んで<ださい。 

5. 手順ぶから 4 .を繰り返し、か要な文字を確をしていきます。 

6. MEMO ボタンを3秒上押してください。 

• 手順5.までになをした文字が登録されまず。 


リモコンでの操作 



本体での操作 

1. 「登録した放送局を呼び出す」の手順を行い、登録番号をを 
えたい局を選びます。 

2. M 日ボタンを一回巧します。 

• 前面表示の MEMO が点滅表示となり，番号登録可能状態となり 
まず。 

3 . n / AHA / G ▲▼ボタンを押して、新しく登録する番号を表示 
します。 

4 . ル/ £ MOf ? y ボタンを巧します。 

• これで新しい番号に変わりました。 


登録した放さ局を呼び化し.登録番号を変えることができまず。既に 
登録されている番号を入力ずると，前の登録に上書きされまず。（例： 
3番に 82.5 MHz のが態で7番の85.00 MHz を3番に登録し直した場 
合，3番は85.00 MHz と書き換わります。） 


2.4. 义 



リモコンでの操作 

1. 「登録した放送局を呼び出す」の手順を行い、登録番号をを 
えたい局を選びます。 

2. M 日 WO ボタンを一回押します。前面表示がま号登録可能 
状態となります。 

3 . 10キーボタンを使用して登録し直す番号を入力します。 


登録した放送局を呼び出す 


登録した放を局を呼び化しまず。 

2 . 




2 . 


_ : 

@ 憂）憂を 



本体での操作 

1 . F/P ボタンを押して、前面表示を PRESET 表示に切り替え 
ます。 

2 . TUNING ▲▼ボタンを巧してホ望する番号を選びます。 

• 選択した番号が呼び化され再生されます。 


-ナーモードが態にします。 
ホ望する番号を表示させま 


リモコンでの操作 

1. n / A /£ fi ボタンを押してチュ- 

2. !◄◄、ボタンを巧して、 

す。 

もしくはホ望の番号を10キーボタンにて入力して、表示さ 
せます。 

• 一巧の番号を入力するときは，番号の前に0を付けて<ださ 
し、 （3 番を呼び化ずときは.「0」「3」と押してください。） 

• 還巧した番号が呼び化され再生されまず。 


登録した放送局の登録番号を変える 


登録した放送局に名前をつける 


番号登録した放を局にそれぞれを前を入力して表示させることができ 
ます。最大8文字が人力巧能です。 


本体での操作 

义 


又 


4 . 


2.4. 


5. 



1. 「登録した放送局を呼び出す」と同じ手順で、名前を入力し 
たい放送局を選びます。 

2 . MEMORY ボタンを3秒に i 上押します。 

• 前面表示が文字人力巧能が態となります。 

サラウンドモード選がツマミを回して、入力したいで字を 
選びます。 

• 選んだ文字をミ肖したい時は. CLMB ボタンを押します。 
MEMORY ボタンを押します。 

• 逞んだ文字が確をされます。 

• 文字を巧入したいときは， TUA/WG ▲▼ボタンを押して入力ず 
る場所を運んで<ださい。 

5 . 手順スから4.を繰り返し、'必要な文字を確をしてください。 

6. MEMORY ボタンを3秒に i 上押してくださし、。 

• 手順5.までになをした文字が登録されまず。 
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登録した巧を局を一局づつミ肖ずことができまず。 

又 么 



本体での操作 

1. 「登録した放送局を呼び出す」と同じ手順で、削除したい放 
送局を選びます。 

2. ボタンを巧します。 

• 前面表示の MEMO が点滅しまず。 

3 . この状態にて CLEAR ボタンを巧します。 

• 前面表示が CLEAR と変わりまず。 

• 選んだ番号の放を局が登録か6削除されました。 

リモコンでの操作 

1. 「登録した放送局を呼び出す」と同じ手順で、削除したい放 
送局を選びます。 

2. ル/日 W 0 ボタンを巧します。 

3 . この状態にて CLEAR ボタンを巧します。 

• 前面表示が CLEAR と変わります。 

• 還んだ番号の放さ局が登録から削除されました。 



登録した放送局を消す 
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7 -希望する機器のファンクションボタンを押します。 

2. 手順7.で選んだ機器を操作するために、各操作ボタンを押 
します。 

• 各機器の操作の詳細は、それぞれの取扱説明書をご覧<ださ 
い。 

• 機器によっては、本機のリモコンじて操作できないものもあり 
ます。 


マランツ製カセットデッキの操作订 APE モード) 


100001 
巧なを風 
’◎の © @ 

I ◎な_ ©.ぶ I 
’◎〇-留 ◎ 
〇, 





POWER 

CD プレーヤーの電源入/切 

MEMO 

プ□グラミングの呼び出し 

CLEAR 

入力の取り消し 

0-9 

数字の入力 

/ 

前ちまたは後方のチャプ 
クー/トラックへの移動 


前方または後方のサーチ 

■ 

停止 

II 

一時停止 

► 

再生 


POWER 

DVD プレーヤーの電源入/切 

MEMO 

プ□グラミングの呼び出し 

CLEAR 

入力の取り消し 

0-9 

数字の入力 

SETUP / T.TONE 

DVD プレーヤーのセット 
アップメニュー呼び化し 

カーソル 

セットアップメニューでの 
カーソル移動 

OK 

セットアップメニューの設定 
確認 

MENU 

DVD デイスクのメニュー呼 
び化し 

/ 

前方または後方のチャプ 
クー/トラックへの移動 


前ちまたは後方のサーチ 

■ 

停止 

II 

一時停止 

► 

再生 


ヤーの操作供 D モード) 


リモコンを使ってのマランツ製機器の操作 


POWER 

CD レコーダーの電源入/切 

CLEAR 

入力の取り消し 

0-9 

数字の入力 

\« / 

前方または後方のチヤプ 
クー/トラックへの移動 


前方または後方のサーチ 

■ 

停止 

II 

一時停止 

► 

再生 

• 

録音 


POWER 

MD デッキの電源入/切 

MEMO 

プ□グラ 5 ングの呼び化し 

CLEAR 

入力の取り消し 

0-9 

数字の入力 

/ 

前ちまたは後方のチャプ 
ター/トラックへの移動 


前方または後方のサーチ 

■ 

停止 

II 

一時停止 

► 

再生 

♦ 

歸音 


POWER 

カセットデッキの電源入/切 

MEMO 

プ□グラミングの呼び出し 

CLEAR 

入力の取り消し 

0-9 

数字の入力 

/ 

前ちまたは後ちのチャプ 
ター/トラックへの移動 


前方または後ちのサーチ 

◄ ► 

Chages the direction 

■ 

停止 

II 

一時停止 
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再生 

♦ 

歸音 


凹 


モ 

D 

i 

操 

の 

- 

ヤ 

砂 

製！ 

ジ 
ン 
ラ I 

7 


-0©篡り 

I iQ i ® © ® 留 

.!0©do_ 




風 I0 0flo 

葛 0 .管 
Q 旨盘 
0旨0 0 


レ 

プ 

D 

C 

製 

ジ 

ン 

ラ 

7 


凹 


モ- 

RI 

D 

C 

们 

操 

の？ 

- 

ダ 

- 

n 

レ 

D 

製 

'ソ 

ン 

ラ 

7 



@ © 風 Q ぶ 

© © ® 每 

© © の〇 



風00 

M ^〔 Q 1 

S S 谷 


t 

モ 

D 

作 

操 

の 

キー 

ツ 


M 

製 

'ソ 

ン 

ラ 

7 


到 

苦み 


◎面みの IP 
I © © 贷窃 
巧©な 0 

馬 ◎£〔0 呈 0<0 



田0 0た0 

0 Q □ 0 a 

0 0 □ 0 Q 



贷®風0^ 
© 贷 ® 姑」 
© © 货〇 



32 




















故障かな？と思ったときは 


症 状 

原 因 

処 置 

本磯の電源が入6ない。 

電源コードが抜けている。 

電源コードを正し<接続してください。 

本機の電源が入っているが、巧懷や 
音声が化ない。 

ミュート磯能がオンになっている。 

リモコンを使ってミュート磯能を解除してください。 

本磯への各種ケーブルの接続が正しくない。 

r 各禮器との接締」の項を参考に、正しく接続して<ださい。 

音量調整が最ルになっている。 

音量を適当な位置に調整してください。 

選択した入カソースの機器が間違っている。 

正しいソースを選択してください。 

選択した機器か6の音声や映儘が化 
ない。 

本磯への入カケーブルが正しく接続されていない。 

r 各磯器との接編」の項を参考に、正しく接続してください。 

全てのスピーカーか6音が化ない。 

PHONES 端子にへ、 ソ ドホーンが接編されている。 

へ、 ソ ドホーンを外してください。（へッドホーンが接続されている間 
は、スピーカーか6音声は出ません。） 

特定のスピーカーか6違うチヤンネ 
ルの音が再生される。 

スピーカーケープルが正しく接渝されていない。 

「各機器との接綿」の項を参考に、正しく接続してください。 

センタースピーカーか6音が出な 
い。 

センタースピーカー巧ケーブルが正しく接続されていない。 

ケーブルを正しく接綿してください。 

サラウンドモードで STEREO や VIRTUAL (パーチヤル)が選 
択されている。 

化のサラウンドモードを選択してください。サラウンドモードで ste ¬ 
reo や VIRTUAL (バー チャル) が選がされている場合は、 センタース 
ピーカーか6音声は化ません。 

セットアップメニューの SPEAKER SETUP じて CENTER : 
NONE が設定されている。 

セットアップメニューにて正しい設定 (LARGE もしくは SMALL) 【こし 
てください。 

サラウンドスピーカーか6音が化 
ない。 

サラウンドスピーカーケーブルが正しく接続されていない。 

「各機器との接続」の項を参考に、正しく接続してください。 

サラウンドモードで STEREO が選択されている。 

化のサラウンドモードを選択してくださし、。サラウンドモードで STEREO が 
選択されている場合は、サラウンドスピーカーか6音声は出ません。 

セットアップメニューの SPEAKER SETUP じて SL ら SR : 
NONE が設定されている。 

セットアップメニューの SPEAKER SETUP にて正しい設定 (LARGE も 
しくは SMALL) にしてください。 

サラウンドバックスピーカーか6音 
が化ない。 

サラウンドバックスピーカーケープルが正しく接続されてい 
ない。 

r 各磯器との接編」の項を参考に、正しく接続して<ださい。 

サラウンドモードで EX/ES、Neo:6、CS !!]:>( 外が選択され 
てレる。 

サラウンドバック再生巧能なモードを選択して<ださい。 

セットアップメニューの SPEAKER SETUP にて SURR 己： 
NONE が設定されている。 

セットアップメニューの SPEAKER SETUP! こて SURR 巨： YES に設 
定して < ださい。 

サブウーファーか6音が出ない。 

セットアップメニューの SPEAKER SETUP 【こて SU 巨 W : 
NONE が設定されている。 

セットアップメニューの SPEAKER SETUP にて SU 巨 W : YES に設 
定して < ださい。 

サラウンドモードが蛮え6れない。 

PHONES 端子にへ、 ソ ドホーンが接渝されている。 

ヘッドホーンを外す。（ヘッドホーンが接続されている間は、サラウ 
ンドモードは STEREO の設定【こなります。） 

EX/ES モードが選択できない。 

セットアップメニューの SPEAKER SETUP にて SURR 己： 
NONE が設定されている。 

セットアップメニューの SPEAKER SETUPt こて SURR 巨： YES 【こ設 
定して < ださい。 

入力信号が対応していない。 

各種日. Ich 信号を選択して入力してください。 

プ□□かソクIモードが選択できない。 

入力信号が対応していない。 

各種 2ch 信号を選択して入力して < ださい。 

Neo:6 モードが選択できない。 

入力信号が対応していない。 

PCM あるいはアナ□グ 2ch 信号を選択して入力してください。 

CSI モードが選巧できない。 

入力信号が対応していない。 

PCM あるいはアナ□グ 2ch 信号を選択して入力してください。 

DSP モードが選択できない。 

入力信号が対応していない。 

PCM あるいはアナ□グ 2ch 信号を選択して入力してください。 

DTS 信号のある CD や LD か6 ノイ 
ズが化る。 

アナ□グ乂力じて使用している。 

再生機器がデジクル化力できることを確認して、デジクル入力を設定 
してください。 

CD や LD プレーヤーが DTS 信号の化力に対応していない。 

プレーヤー側を確認してくださし)。 

96kHzPavi 信号が再生できない。 

プレーヤーが 96kH2 PCM 信号の化力に対応していない。 

DVD プレーヤーの取撒説明書を参照してください。 

ディスクにて 96kHz PCM 化力が禁止されている。 

DVD プレーヤーの取撒説明書を参照してください。 

DVD プレーヤーのデジタル化力設定が誤っている。 

DVD プレーヤーの取撒説明書を参照してください。 

特定のスピーカーか6音が化ない。 

対象の信号が記録されていない。 

どのスピーカーを使うサラウンド信号が記録されているか、化力側の 
チャンネルを磕認してください。 

リモコンを巧って本機の摸作ができ 
ない。 

リモコンの電池が切れている。 

全て新しい電池と取り替えてください。 

リモコンが違う動作モードになっている。 

AMP モードを選択してください。 

リモコンと本磯の間が離れ過ぎている。 

本磯におがいて、リモコンを摸作してください。 

リモコンと本磯の間に、リモコンか6の信号を妨害する物が 

信号を巧害している物を取り餘いてください。 
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異常動作のときは 国保証-アフターサービスについて 


本機の前面表示部に異常な表示などを継続している場合、すぐに主電 
源を切って下さい 0 

再度電源を入れてち症状が変わ6ない場合、電源コードを抜いてくだ 
さい 0 

その後、お買い上げになった販売店もしくはおおくの弊社営業所、ま 
たは弊社サービスセンクーにご相談下さい。 


メモリバックアップについて 

本機のち電源、を切った状態でち，設定したを種内容を内部不揮発性メ 
モリーに記憶しております。 


初期状態に戻すには（リセット） 

「占如章かな？と思ったときは」を参考じされても，不具合が解ましない場 
合は，本機のリセットを試みて<ださい。 

但し.リセット行うと、 W 下の情報がミ肖まされます。 

セツトアップメニューじて設をした内容、サラウンドモードの設を。 



1. 電源が入っていることを確認します。 

2. 本体の CL 巳 Aff ボタンを押しながら、 MEMOfly ボタンを 
3 秒に(上巧します。 

• 本機は一旦スタンバイ状態になった後，再を電源オン状態とな 
り，各種設定された内容が初期化され，工場化巧の状態に戻り 
まず。 


1. この商品には保証書を別途添付してあります。 

保証書は「販売店-お買い上げ日」をご確認の上、販売ちか 
らお受け取りいただき、よくお読みの上、大切に保存して 
ください。 

2. 保証期間はお買い上げ日より1年間です。 

お買い上げ販売店、または幹社営業所で保証書記載事項に 
基づき「無料修理」いたします。 

义保証期間経過後の修理。 

修理によって機能が維持できる場合は、お客様のご要望に 
より有料修理致します。 

4. 弾社はこの製品のす甫修用せ能部品を製造巧切後最低8年間 
保有しています。 

5. 補修用部品の詳細-ご贈答-ご転居等アフターサービスに 
ついての不明な点は、お買い上げ販売店または弊社営業 
巧-サービスセンターに遠慮なくご相談ください。 

反修理を化頼される際には、お手数ですがもう一度「故障と 
思ったときは」をご参照の上よくお調べください。それで 
も直らないときには、'必ず電源プラグを抜いてから、お買 
い上げの販売店にご連絡ください。 



ステレオ音のエチケット 


薬しい音楽も、時と場所によっては気になるちのです。擲近所への配 
慮(思いやり）を十分じいたしましょう。 

ステレオの音量はあなたのムがけ次第で大きくもルさくもなります。 
特に静かな夜間にはルさな音でも通りやずいものです。夜間の音楽観 
賞には特に気を配りましょう。窓を閉めたり、ヘッドホンをご使用に 
なるのも一つの方法です。お互いにムを配り、快い生活環境を守りま 
しょう。 
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.76.0 〜 90.0 MHz 

.IHF 1.8 uV/16.4 dBf 

モノラル/ステレオ 76/72 d 目 
, モノラル/ステレオ 0.2/0.3 96 

.1 kHz 45 dB 

.± 400 kHz 60 dB 

.83 MHz 70 dB 

kHz, ± 75 kHz Dev 800 mV 


FM 部 

受信周波数 . 

実用感度（モノラル） . 

S/N 比 . 

高周波歪率 . 

ステレオ-セパレーシヨン， 

実行選択度 . 

イメージ巧害比 . 

チユーナー化カレべルI ........ 

AM 部 

受信周波数 . 目 31 - 1602 kHz 

S/N 比 . 50服 

実用感度 .Loop 500 U V/m 

高周波歪率 . 1 kHz, 30 96 Mod. 0.5 96 

選択度 . ±20 kHz 70 dB 

オーディオ部 

定格出)力に0 Hz - 20 kHz) 

フ□ント .8ohms 

センター .8ohms 

サラウン h.8ohms 

サラウンドバック .8ohms 

. 6ohms 

.6ohms 

.6ohms 

.6ohms 


80W/ 饥 
80W/ 饥 
80 W/ 饥 
80W/Ch 


フ□ント .6ohms 9 己 W/Ch 

センター .6ohms 95W/Ch 

サラウンド .6ohms 9 己 W/Ch 

サラウンドバック .6ohms 9己 W/Ch 

実用最大化力 （ 1kHz JEITA) 

フ□ント . 目 ohms 125 W/Ch 

センター . 目 ohms 125 W/Ch 

サラウンド . 目 ohms 125 W/Ch 

サラウンドバック . 目 ohms 125 W/Ch 

入力感度/人カインピーダンス . 215 mV/ 47 kohms 

S/N 比（アナ□グ入力/ Source Direct). 95 dB 

周波数範囲〔アナ□グ入力/ Source Direct)...... 8Hz-70kHz(±3dB) 

(デジタル入力/ 96kHz PCM) ........ 8Hz-45kHz(±3dB) 


ビデオ部 

信号方式 .NTSC 

入力感度/人カインピーダンス . 1 Vp-p/ 75 ohms 

出)力感度/入カインピーダンス . 1 Vp-p/ 75 ohms 

ビデオ周波数特性 . 5 Hz to 8 MHz (- 1 dB) 

S/N 比 .60 dB 

総合 

電源電圧 .AC 100 V 50/60 Hz 

消費電力（ステレオ定格化力/スピーカー負荷 80) .320W 

質量 .12.5 Kg 

リモコン RC 4300 SR. 1 個 

単 4 お乾電池 . 2 本 

FM アンテナ . 1本 

AM ループアンテナ . 1 個 

保証書 . 1部(箱におりがけ) 

愛用者カード . 1枚 

取扱説明書(本書） . 1冊 


本機の仕様および外観ま、 
すのでご了承<ださい。 


改良のため予害な < 変更ずることがあ y ま 


I 外観寸法図 




EE 


巨 E 返の 


巨巨 81 .の 


E 巨 ON 


EE 寸 91- 


EE 0 的 一 . 


〇 


EE 寸 一 . 
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日本マランツお客様ご相談センター 


〒150-0022 東京都渋谷区恵比寿南 1-11-9 

巧 （03) 3719-3481 

ご相談受付時間 

9 : 30-12 : 0013 : 00-17 : 00 
(±日祝日、当社休日を除く） 


〇 修埋に関しましては下記日本マランツ（株）各サービスセンター,各営業所で承っております。 


• 

札幌 

営業所 

〒日60-日日32 

化お道化幌市中央区化二条ま 7-82 

巧 (011) 

231-5776 

• 

仙台 

篱業所 

〒 982-00 11 

宮城県仙台市太白区長町 6-8-40 

巧 (022) 

308-3566 

• 

東京 

営業所 

〒巧 0-0 日22 

ま京都お谷区恵比寿南 1-11- 日 

巧攸） : 

3793-5721 

• 

神を川営業所 

〒の目-目5日日 

神を川県巧模原ホ巧模大巧 7-35-1 

巧 (042) 

748-1245 

• 

名古屋営業所 

干46日-日日24 

愛な県名古屋ホ名東区本法に- 7 日 

巧 (052) 

77巨-日073 

• 

大阪 

営業所 

〒 564-0 日日 3 

大阪府か田巿江の木町 2-31 

a (06) 

6337-6504 

• 

広島 

営業所 

〒 732-08 14 

に島県に島市南区段原南 2-12-27 

巧 (082) 

%2-12目已 

• 

福岡 

贊業所 

〒吕 12-0014 

福岡県福岡市博を区比恵巧 1- 旧 

巧 (092) 

441-9131 


• まをサービスセンター〒228-祀05神蔚 II 県巧模原ホ柜模大野 7-35-1 巧 （042) 748-07 日2 
• 大阪サービスセンター〒564-00日3大阪府か田巿江の木町 2-31 凸 （0 旬 6337-6699 


日本マランツ株式会社 

本社〒 228-8505 神奈川県相模原市相模大野 7-35-1 

当社の最新情報をインターネット .1 こでご覧下さい。 

http://www.marantz.co.jp 
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